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奮
の
民
衆
の
意
識

酒

井

忠

夫

需
の
人
々
と
話
し
合
っ
た
時
、
し
ば
し
ば
彼
ら
が
「
道
理
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
の
を
知
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
行
動
は
、
道
理
に
よ
っ

て
寅
行
さ
れ
、
彼
ら
は
道
理
に
か
な
う
と
の
確
信
の
も
と
に
需
の
内
部
で
も
、
外
に
関
し
て
も
行
動
す
る
。
そ
の
遁
理
は
、
中
園
の
祉
舎
規
範

一
般
を
指
す
場
合
も
、
射
用
の
規
則
を
指
す
場
合
も
、
政
治
的
吐
合
的
事
件
・
事
象
に
封
慮
す
る
正
義
を
も
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
道
理
と

い
う
言
葉
は
、
具
僅
的
規
範
や
規
則
を
内
容
と
す
る
一
般
的
抽
象
的
概
念
で
あ
る
が
、
中
国
の
民
衆
、
特
に
需
の
民
衆
の
意
識
と
し
て
の
道
理

の
内
容
が
如
何
な
る
規
範
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
か
を
歴
史
的
祉
舎
的
事
象
の
中
で
考
え
て
み
た
い
。
し
か
し
第
一
に
道
理
と
い
う
言
葉
の
費

生
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し
、
そ
れ
が
民
衆
の
言
葉
と
し
て
民
衆
の
生
活
や
行
動
の
中
に
定
着
す
る
経
緯
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
道
理
」
と
は
、
「
遁
」
の
「
理
」
で
あ
る
。
「
道
」
の
語
は
、
論
語
・
孟
子
・
老
子
を
は
じ
め
諸
家
の
多
く
の
文
献
に
み
ら
れ
る
。
「
理
」
の

語
は
、
論
語
・
老
子
に
は
な
い
が
、
孟
子
・
萄
子
・
荘
子
以
下
に
、
「
道
理
」
の
語
は
、
萄
子
・
荘
子
以
下
に
出
て
い
る
。
「
理
」
の
語
や
「
遁
理
」

の
語
が
、
戦
園
時
代
か
ら
前
漢
時
代
に
か
け
て
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
思
想
史
上
の
蟹
化
の
中
に
は
、
「
道
」
に
関
す
る
論
説

の
展
開
が
あ
り
、
「
道
」
と
「
瞳
」
と
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
躍
」
は
「
理
」
で
あ
り
、
「
理
」
は
「
道
理
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

も
生
れ
て
き
た
。
「
遁
」
は
、
論
語
で
は
、
孔
子
の
説
く
遁
徳
的
規
範
を
一
般
的
に
指
し
て
い
る
が
、
一
部
に
「
天
遁
」
の
語
も
み
え
る
。
老

子
で
も
「
道
」
は
人
の
よ
る
べ
き
準
則
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
宇
宙
生
成
の
根
源
、
高
物
生
成
の
原
基
と
し
て
用
い
ら
れ
て
も
い
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る
。
遁
家
の
思
想
の
影
響
も
あ
っ
て
、
戟
園
時
代
以
後
、
諸
子
の
聞
で
は
「
遁
」
は
人
の
遁
だ
け
で
な
く
、
天
や
地
・
自
然
・
寓
物
の
遁
に
つ

い
て
も
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
人
倫
の
遁
は
、
天
や
地
の
道
と
封
臆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
遁
徳
の
す
じ
み
ち
が

「
道
理
」
で
あ
り
、
「
天
道
」
の
す
じ
み
ち
が
「
理
」
と
さ
れ
た
。
「
天
道
」
は
、
人
の
道
に
封
し
て
天
象
を
指
す
場
合
と
「
天
道
賞
ν
善
罰
v
淫」

の
如
く
主
宰
・
神
の
義
を
も
っ
場
合
と
が
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
の
「
天
道
」
は
、
「
遁
」
・
「
道
理
」
を
寅
践
す
る
人
を
規
制
・
支
配
す
る
主

①
 

宰
と
考
え
ら
れ
た
。
以
上
の
こ
と
は
、
現
在
ま
で
の
「
這
」
「
道
理
」
に
関
す
る
諸
事
者
の
見
解
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
秦
の
儒
家
を
は
じ
め
と
す
る
諸
子
百
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皐
涯
の
立
場
に
お
い
て
、
道
・
遁
理
を
追
求
す
る
皐
聞
を
主
張
し
た
。
道
・

道
理
を
遁
求
し
、
そ
れ
を
韓
得
す
る
方
法
は
、
次
第
に
「
道
術
」
と
稽
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
史
記
・
漢
書
以
下
の
書
物
に
し
ば
し
ば
道
術
の

語
が
現
れ
て
く
る
。
「
道
術
」
は
、
史
記
・
漢
書
に
み
え
る
用
例
か
ら
す
れ
ば
、
前
漢
時
代
に
は
、
聖
人
の
道
を
修
め
る
術
(
儒
術
経
術
を
中
心

と
す
る
術
〉
を
主
と
し
て
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
後
漢
書
に
な
る
と
、
神
俸
を
含
む
「
方
術
」
と
遁
ず
る
意
味
を
も
っ
言
葉
と
し
て
「
道

事
」
・
「
謹
術
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
く
る
。
「
道
事
」
・
「
襲
術
」
は
、
「
道
術
」
と
同
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
抱
朴
子
な
ど
で
も
明
か
な
よ
う
に
方

術
・
道
術
が
互
に
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既
に
漢
書
事
文
志
の
記
載
な
ど
で
も
わ
か
る
よ
う
に
聖
人
の
遁
を
中
心
と
し
て
、
諸

子
十
家
は
、
「
小
道
」
・
「
高
方
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
漢
時
代
に
は
、
道
術
と
方
術
と
が
相
逼
じ
、
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
秦

以
後
の
作
と
い
わ
れ
る
荘
子
の
天
下
篇
で
は
、
聖
賢
の
道
を
憧
得
し
た
人
を
天
人
・
神
人
・
聖
人
・
君
子
な
ど
と
順
に
呼
稽
し
て
い
る
。
前
漢

時
代
に
は
道
家
を
中
心
に
、
道
術
を
僅
得
し
た
聖
人
・
君
子
が
超
人
間
的
霊
力
を
も
っ
神
人
に
連
な
る
解
躍
が
生
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
方

術
と
道
術
の
接
近
・
道
術
の
内
容
損
大
と
互
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
。
方
術
や
道
術
は
、
特
に
方
術
は
民
衆
と
接
す
る
面
で
は
、

ー亙
祝
の

兇
術
を
も
下
部
に
包
含
す
る
よ
う
に
な
る
。
後
漢
時
代
に
は
民
衆
の
宗
数
で
あ
る
亙
祝
の
遁
が
方
術
や
道
術
と
接
近
し
ま
た
は
方
術
や
道
術

、の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
、
兵
糧
的
農
民
・
民
衆
の
宗
教
集
圏
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
五
斗
米
道
と
太
卒
道
で
あ
る
。
五

斗
米
道
な
ど
で
は
、
道
が
(
道
の
す
じ
み
ち
で
あ
る
道
理
を
も
恐
ら
く
含
め
て
〉
「
普
遁
」
と
し
て
民
衆
自
身
の
意
識
と
し
て
定
着
し
て
き
た
と
考

@
 

孤
一
ー
え
て
よ
い
。
以
上
の
こ
と
は
私
が
既
に
論
述
し
た
研
究
の
要
約
を
も
と
に
、
道
の
民
衆
集
固
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
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③
 

道
理
や
理
は
、
西
域
出
土
文
書
で
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ベ
リ
オ
文
書
第
三
四
四
三
蹴
は
養
男
子
の
契
で
あ
る
が
、
養
子
と
な
っ

た
後
の
約
束
僚
件
を
記
し
、
そ
れ
に
劉
し
「
不
許
横
=
設
道
理
こ
と
守
約
保
誼
の
文
言
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
勝
手
な
「
道
理
」
を
ふ
り
ま
わ

し
て
契
約
に
そ
む
く
こ
と
を
許
さ
な
い
の
意
で
あ
る
。
こ
の
「
道
理
」
の
語
は
、
民
間
で
通
用
さ
れ
て
い
た
言
葉
が
こ
与
で
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
道
理
」
は
、
「
理
」
と
か
「
這
読
」
の
言
葉
で
も
っ
て
同
じ
よ
う
に
守
約
文
言
の
中
に
出
て
く
る
事
例
が
多
か
っ
た
。

「
理
」
は
「
論
理
」
と
か
「
徴
理
」
と
か
「
非
理
」
と
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
の
事
例
で
あ
っ
た
。
「
論
説
」
の
語
は
、
恐
ら
く
「
論

理
」
や
「
遁
説
」
の
語
が
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
道
設
」
の
語
は
、
恐
ら
く
「
横
説
道
理
」
や
「
道
理

詰
多
」
の
略
語
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
守
約
の
文
言
と
し
て
前
後
の
関
係
か
ら
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

@
 

が
明
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
論
理
」
と
同
じ
意
味
の
言
葉
と
し
て
「
徴
理
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
文
苑
英
撃
や
般
府

-za等
の
よ

う
な
オ
l
ソ
ド

y

ク
ス
な
文
献
の
中
で
よ
く
み
か
け
る
語
で
あ
る
か
ら
、
「
論
理
」
の
よ
う
に
民
間
で
通
用
さ
れ
た
語
で
は
な
い
と
思
う
。
「
論

理
」
は
民
開
通
用
の
語
と
し
て
し
ば
し
ば
西
域
文
書
に
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
「
道
理
か
ら
い
え
ば
」
の
義
で
あ
る
。
「
論

-92ー

理
」
に
つ
い
て
の
用
例
は
衣
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑤
 ス

タ
イ
ン
第
三
八
七
七
暁

ハS
)

(

三
八
七
七
)

s
・
三
八
七
七

乾
寧
四
年
正
月
(
西
暦
八
九
七
〉

「
亦
不
在
論
理
之
限
」

天
復
二
年
某
月
(
九
O
二〉

「
不
在
論
理
之
限
」

天
復
九
年
十
月

「
亦
不
在
論
理
之
限
」

s
・
三
八
七
七



参
年
丙
辰
十
一
月
(
九
五
六
叉
は
八
九
六
)

「
亦
不
在
論
限
」

顧
徳
四
年
正
月
(
九
五
七
〉

「
亦
不
在
論
理
之
限
」

開
賓
八
丙
子
年
三
月
ハ
九
七
六
)

「
亦
口
不
在
論
治
之
限
」

太
卒
輿
園
七
年
二
月
ハ
九
八
二
〉

「
並
亦
不
在
論
理
」

太
卒
輿
園
七
年
某
月
ハ
九
八
二
〉

「
並
不
在
論
理
」

淳
化
二
年
十
一
月
〈
九
九
一
)

「
亦
不
在
再
来
論
理
之
限
」

某
年
某
月

「
亦
不
在
論
理
之
限
」

s
・
五
七

O
O蹴
文
書
の
よ
う
に
年
時
の
不
明
の
文
書
に
も
、
恐
ら
く
上
記
の
諸
文
書
と
ほ
X
同
じ
時
代
の
借
褒
文
書
数
通
に
も
寸
不
在
論

S
-
一
一
一
八
七
七

s
・
一
二
八
五

ベ
リ
オ
第
三
一
一
一
一
一
一
一
揖

(

?

v

O

ニ三一二一一)

p
・
三
六
四
九

北
京
圃
書
館
戴
(
敦
爆
雑
録
〉

S
-
一
三
九
八

s
・
一
三
九
八

S
-
一
九
四
六

s
・
五
七

O
O

247 

丙
子
年

E
月
内
九
二
ハ
?
〉

「
不
許
別
人
論
理
」
「
亦
不
在
論
理
之
限
」

清
泰
三
年
十
一
月
ハ
九
三
六
〉

「
亦
不
許
論
理
」
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限
」
の
文
言
が
怠
っ
て
い
る
。
「
論
理
」
の
語
は
、
宋
代
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
官
鹿
・
法
律
用
語
な
ど
の
中
で
も
よ
く
出
て
き
て
、

そ
れ
ら
の
事
例
は
、
宋
舎
要
稿
な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
論
説
」
や
「
道
設
」
の
用
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑥
 P

・
三
一
五
五

天
復
四
年
八
月
(
九
O
四〉

「
亦
不
在
論
説
之
限
」

A
M

タ
イ
ン
文
書

龍
徳
四
年
二
月
(
九
二
四
〉

「
無
親
表
論
説
之
分
」

③
 P

・
三

O
O四

「乙
更巳
不年
許六

普?空
言号 五

j;合
さ審

関
連

年

九
四
五

⑨
 p

・
一
ニ
四
七

戊
申
年
四
月
(
五
代
後
漢
、
天
一
漏
二
年
、
九
四
八
〉

-94-

「
更
不
許
遁
読
東
西
」

「
非
理
」
の
用
語
は
、
「
非
理
失
却
」
と
か
「
非
理
誇
論
」
と
か
の
言
葉
で
出
て
い
る
。
以
上
の
西
域
文
書
等
を
検
討
す
れ
ば
、
「
理
」
や

「
道
理
」
の
語
が
民
間
、
通
用
の
言
葉
と
し
て
民
衆
の
聞
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
、
文
書
の
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
唐
末
・
五
代
に
は
既

に
そ
う
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
勿
論
、
理
、
道
理
の
語
が
、
知
識
人
や
官
臆
の
文
章
の
中
に
出
て
い
る
こ
と
は
戟
園
・
漢
代
以
来
つ
づ
い
て

の
こ
と
で
あ
る
が
、
契
約
・
法
律
の
官
鹿
文
書
に
も
民
間
の
契
約
文
書
と
同
じ
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
代
の
通
俗
小
説
の
中
で
は
道
理
や
理
は
、
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
そ
の
い
く
ら
か
の
事
例
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
明
の
弘
治
刊

「
一
ニ
園
志
逼
俗
演
義
」
巻
十
「
闘
津
密
献
詐
降
書
」
で
、
闘
掴
障
が
曹
操
に
劃
し
て
、
「
汝
、
既
遁
書
、
不
識
機
謀
、
不
明
治
卦
」
と
言
い
、
さ
ら

に
「
某
、
見
汝
無
待
賓
之
卦
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
百
二
十
回
本
コ
ニ
園
演
義
」
ハ
上
海
、

E
東
聞
書
館
刊
本
〉
第
四
十
七
回
に
は
、



「
汝
、
不
識
機
謀
、
不
明
卦
島
」
『
汝
、
無
待
賢
之
骨
」
と
出
て
い
て
、
道
理
の
語
は
費
方
に
同
じ
く
用
い
ら
れ
、
理
-
と
躍
と
が
通
用
さ
れ
る
こ

と
を
も
示
し
て
い
る
。
小
説
の
こ
の
銃
強
の
中
で
、
弘
治
本
に
よ
る
と
、
一曹
操
が
闇
津
ら
に
劉
し
、

一「若

L
b普
の
功
を
建
て
れ
ば
、
他
日
の

受
爵
は
他
人
の
上
に
出
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
の
に
劃
し
、
津
は
「
某
ら
は
爵
椋
の
た
め
で
は
な
く
、
た
H
A

脹
天
順
ん
を
の
み
目
的
と
し
て

い
る
」
と
答
え
て
、
操
に
従
っ
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
こ
与
で
は
曹
操
に
謝
す
る
骨
骨
と
脹
禿
脹
ん
の
海
ら
の
行
動
意
識
と
が
接
合
し
て
銑
越
さ

れ
て
い
る
。
三
園
志
通
俗
演
義
で
は
、

2

一
園
時
代
の
劉
備
や
曹
操
ら
の
王
に
劃
す
る
「
忠
義
」
が
し
ば
し
ば
読
か
れ
て
い
る
。
史
書
の
三
園
志

に
は
み
え
な
か
っ
た
「
劉
開
張
桃
園
結
義
兄
弟
」
の
こ
と
が
、
小
説
に
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
(
弘
治
本
巻
一
、
百
二
十
四
本
第
一
回
〉
が
、

こ
れ
は
中
園
の
民
衆
結
合
の
基
本
的
形
式
で
あ
る
。
三
園
志
遁
俗
演
義
の
中
で
は
、
活
躍
す
る
人
物
の
疎
財
伎
義
の
行
動
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
小
説
に
描
か
れ
る
人
物
の
疎
財
伎
義
の
行
動
は
、
「
仁
義
」
と
い
う
言
葉
に
逼
じ
た
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
三
園
志
逼
俗
演
麓
に
は
、
「
仁

義
」
や
「
義
」
の
言
葉
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
巻
九
(
百
二
十
四
本
で
は
第
四
十
三
回
)
に
「
我
主
、
劉
譲
州
は
屈
ら
仁
義
を
行
う
」
と
か

「
劉
譲
州
の
仁
義
の
師
」
と
述
べ
、
巷
三
(
百
二
十
四
本
で
は
第
十
五
回
)
に
、
孫
策
が
自
ら
の
軍
を
「
仁
義
之
兵
」
「
仁
義
之
師
」
と
稽
し
て
い

る
。
民
衆
結
合
の
基
本
で
あ
る
桃
園
結
義
の
仲
間
的
結
合
で
は
、
伎
義
疎
財
が
基
本
的
行
動
意
識
に
な
る
が
、
そ
の
集
園
に
政
治
的
機
能
が
生

れ
る
と
、
集
園
の
政
治
的
首
長
と
な
る
劉
備
の
仁
義
は
、
民
ハ
人
)
の
急
苦
を
救
う
仁
政
の
義
に
轄
じ
て
く
る
。
政
治
的
首
長
に
劃
す
る
結
議

見
弟
の
メ
ム
バ
ー
か
ら
の
政
治
的
結
合
の
意
識
は
、
忠
義
と
な
る
。
こ
の
仁
義
と
忠
義
の
意
識
の
接
合
が
、
民
や
人
の
念
苦
を
救
い
、
互
に
扶

助
し
合
う
佐
義
結
義
的
集
圏
を
土
蓋
と
し
て
行
わ
れ
る
。
先
の
曹
操
と
闇
津
と
の
封
話
の
中
で
、
弘
治
本
に
は
な
い
が
、
技
連
が
多
く
な
っ
て

い
る
百
二
十
回
本
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
銃
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
曹
操
は
闘
津
に
針
し
、
「
汝
若
説
得
有
号
、
我
自
然
敬
服
」
と
言

?
た
と
こ
ろ
、
浮
は
操
に
胤
到
し
、
「
故
不
明
此
理
、
欲
屈
殺
好
人
」
と
い
っ
て
戒
め
て
い
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
遁
理
も
理
も
同
じ
意
味
に
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右
の
「
蕗
天
順
人
」
は
、
天
道
・
天
命
・
人
道
に
磨
順
す
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
、
農
民
・
昂
衆
反
観
の

時
、
か

L
げ
る
「
替
Z
N
行
法
』
と
通
ず
る
意
味
で
あ
る
。
「
一
ニ
園
志
通
俗
演
義
」
で
も
、
曹
操
が
腐
統
に
劃
し
て
「
吾
静
一
弁
和
益
、
安
敢
殺
裁
人

民
郡
」
ハ
弘
治
本
巻
十
、
「
鹿
統
進
献
連
環
計
」
〉
ハ
百
二
十
四
本
第
四
十
七
回
で
は
、
後
宇
が
「
安
忍
殺
裁
人
民
』
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
同
文
〉
と
言
っ
て
い
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る
か
ら
、
こ
の
「
替
天
行
道
」
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
「
膳
天
順
人
」
は
、
他
の
所
(
例
え
ば
弘
治
本
各
一
、
「
慶
漢
君
董
卓
弄
権
」
、
百
二
十
回
本

第
四
回
、
「
慶
漢
帯
陳
留
am皇
」
)
に
も
出
て
い
る
。
ま
た
太
卒
道
の
張
角
が
衆
に
向
っ
て
言
っ
た
言
葉
の
中
で
「
順
天
従
正
」
(
弘
治
本
巻
て
百

の
用
語
も
出
て
い
る
。
後
漢
末
の
太
卒
遁
で
は
「
順
天
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
出
て
い
な
い
が
、

二
十
回
本
第
一
回
)

天
の
信
仰
は
明
か
に
存
し

て
い
た
し
、
天
・
地
・
人
の
考
え
方
を
知
識
人
か
ら
と
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
「
道
」
を
行
う
意
識
は
明
か
に
存
し
て
い
た
か

ら
、
順
天
の
意
識
や
、
替
天
行
道
の
意
識
の
萌
芽
的
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
「
三
園
志
遁
俗
演
義
」
に
は
「
道
理
」
「
理
」
「
天

理
」
の
用
語
が
他
に
も
出
て
い
る
。
「
卦
塾
に
さ
ま
た
げ
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
」
(
弘
治
本
巻
十
三
、
百
二
十
回
本
第
六
十
一
回
〉
と
か
「
卦
の
上

か
ら
は
言
え
な
い
」
(
百
二
十
回
本
第
六
十
六
回
〉
「
天
理
は
循
環
し
、
報
た
が
う
こ
と
な
し
」
(
百
二
十
四
本
第
十
回
〉
な
ど
で
あ
る
。

水
帯
俸
に
な
る
と
「
道
理
」
「
理
」
「
替
天
行
道
」
な
ど
の
言
葉
が
列
事
の
暇
の
な
い
程
多
く
出
て
い
る
。
三
園
志
演
義
と
同
じ
に
、
水
晶
怖
の

出
来
上
る
過
程
に
は
歴
史
的
後
づ
け
が
必
要
で
あ
る
が
、
「
宣
和
遣
事
」
の
内
容
に
は
出
て
い
な
い
右
の
諸
用
語
は
、
明
代
の
通
俗
小
説
に
は

し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
水
滑
に
は
種
々
の
刊
本
が
あ
る
が
、
今
か
り
に
七
十
四
本
(
上
海
、

E
東
国
書
館
刊
〉
と
百
二
十
四
本
ハ
蔦
有
文
庫
版
)
を

使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
百
二
十
四
本
の
第
二
回

t
第
七
十
一
回
が
、
七
十
四
本
の
内
容
に
合
致
し
、
銃
述
も
大
部
分
同
じ
で
あ
る
。
百
二
十

回
本
の
第
二
回

t
第
七
十
一
回
の
中
に
も
、
第
七
十
二
回

t
第
百
二
十
回
の
中
に
も
、
右
の
諸
用
語
は
み
え
る
。

no 
nv 

二
出
所
を
示
す
煩
を
省
く

こ
と
に
す
る
が
、
道
理
に
つ
い
て
は
衣
の
よ
う
な
用
例
が
多
い
。

「
若
不
生
個
道
理
、
:
:
:
」
「
好
漫
遁
理
」
「
我
自
有
個
道
理
」

「
浪
個
道
理
得
他
」
「
有
個
道
理
救
他
」
「
作
〈
個
)
道
理
」
「
道
理
難
然
:
:
:
」

水
漏
の
中
に
は
「
替
天
行
道
」
の
語
が
よ
く
出
て
く
る
。
こ
の
遁
と
右
の
道
理
と
は
通
一
じ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
漢
代
ま
で
の
諸
子

の
思
想
の
中
に
出
て
い
る
遁
と
道
理
と
が
通
じ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
宋
江
ら
梁
山
泊
の
山
案
に
ひ
る
が
え
る
杏
黄
旗
に
は
、
「
替
天
行

道
」
の
四
字
が
ぬ
い
と
つ
で
あ
っ
た
(
百
二
十
四
本
、
第
六
十
一
回
、
七
十
一
回
、
七
十
四
回
、
七
十
六
固
な
ど
)
。
水
潜
で
は
、
「
替
天
行
道
の
宋
公

明

」

「

替

天

行

遁

の

人

」

「

ハ

梁

山

泊

の

豪

傑

は

〉

「

替

天

行

道

」

の

意

識

の

内

「
甚
慶
遁
理
:
:
:
」

「
渡
倣
道
理
慮
」

一
緒
に
替
天
行
道
す
る
」
な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の



容
、
こ
の
「
道
」
の
内
容
は
、
梁
山
泊
の
鞍
土
ら
の
行
動
意
識
の
原
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
仁
義
」
と
「
忠
義
」
に
集
約
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
例
え
ば
百
二
十
四
本
第
五
十
三
回
に
は
、
宋
公
明
ら
は
「
伎
義
疎
財
、
専
只
替
天
行
道
、
誓
不
損
害
忠
臣
烈
士
、
孝
子
賢
孫
節
夫
節
婦
」

と
あ
っ
て
、
「
替
実
行
道
」
が
、
「
伏
義
疎
財
」
の
こ
と
や
「
忠
臣
烈
土
」
な
ど
を
損
害
し
?
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
十

五
回
に
は
、
宋
江
が
捕
え
た
索
超
に
封
し
て
、
「
朝
廷
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
濫
官
汚
吏
が
構
を
専
ら
に
し
、
良
民
を
酷
害
し
て
い
る
。
民
は

す
べ
て
〈
索
超
が
〉
宋
江
に
協
力
し
て
替
天
行
法
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
ど
う
か
忠
弘
前
を
以
て
主
と
せ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。
朝
廷
が
不

明
の
た
め
好
臣
が
専
樺
し
濫
官
汚
吏
が
百
姓
を
陥
害
し
て
い
る
か
ら
、
宋
江
ら
が
「
替
天
行
道
」
し
た
と
い
う
銑
述
は
、
第
六
十
三
回
、
第
六

十
四
固
な
ど
に
も
出
て
い
る
。
第
六
十
五
回
に
は
、
宋
江
が
「
宋
頭
領
は
、
往
来
の
客
(
商
)
を
却
奪
せ
ず
、
人
の
生
命
を
殺
害
せ
ず
、
た
だ

替
天
行
道
ず
る
だ
け
で
あ
る
」
ま
た
「
宋
江
の
黛
は
仁
義
を
旨
と
し
、
た
V
A

救
賓
済
老
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と
評
刷
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら

に
張
順
は
「
宋
頭
領
は
、
専
ら
忠
義
を
以
て
主
と
し
、
良
民
を
害
せ
ず
、
た
H
A

濫
官
汚
吏
を
警
戒
す
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。
第

五
十
四
国
に
は
司
保
圏
安
民
、
替
天
行
遁
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
七
十
一
回
に
は
石
碑
の
側
面
に
「
替
天
行
道
」
と
「
忠
義
堅
金
」
の
字

が
き
ざ
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
十
九
回
に
は
「
替
天
行
道
、
済
困
扶
危
」
と
あ
り
、
第
七
十
一
回
に
は
、
宋
江
の
誓
の

言
葉
の
中
に
~
「
各
人
、
が
心
を
不
仁
に
存
し
、
大
義
か
ら
絶
離
す
れ
ば
、
天
地
は
誌
を
行
い
、
神
人
と
も
に
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
た
悼
み
願
う

と
こ
ろ
は
、
と
も
に
忠
義
を
心
に
存
し
、
同
じ
く
功
動
を
園
に
著
わ
し
、
替
天
行
道
、
保
境
安
民
せ
ん
こ
と
に
あ
る
。
」
と
出
て
い
る
。
第
百

二
十
回
に
は
、
「
我
が
梁
山
泊
の
『
替
天
行
道
、
忠
義
之
名
』
」
の
句
が
載
っ
て
お
り
、
ま
た
「
我
等
は
忠
義
を
以
て
主
と
し
、
替
天
行
道
し
、

心
に
お
い
て
未
だ
曾
っ
て
天
子
に
負
か
ず
」
と
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
水
請
で
は
、
「
伎
義
疎
財
」
「
仁
義
」
の
如
き
民
衆

的
行
動
意
識
が
「
替
天
行
遁
」
の
「
遁
」
の
意
識
で
あ
っ
た
梁
山
泊
の
義
士
た
ち
に
、
園
の
た
め
天
子
の
た
め
の
「
忠
義
」
の
行
動
が
附
加
さ

れ
て
、
替
天
行
道
の
「
道
」
は
、
仁
義
と
忠
義
と
を
含
む
「
遁
」
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
忠
義
の
意
識
が
民
衆
の
も
の
と
し
て
定
着
す
る
の

は
、
宋
代
か
ら
は
明
確
に
な
っ
て
く
る
が
、
三
園
演
義
や
水
晶
怖
の
中
で
「
忠
義
」
が
読
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
の
は
、
宋
・
元
の
時
代
に
異

民
族
支
配
へ
の
抗
争
が
、
民
衆
を
も
動
員
し
て
行
わ
れ
た
政
治
的
背
景
の
下
に
、
そ
の
時
代
を
経
て
小
説
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
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ぅ
。
な
お
慰
問
の
民
衆
の
意
識
の
中
で
も
、
後
通
の
如
く
全
く
同
じ
く
仁
義
と
忠
義
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
国
志
通
俗
演
義
や
水
激
の
中
に
み
ら
れ
る
「
道
」
「
道
理
」
「
天
理
」
「
理
」
な
ど
の
用
語
は
明
末
の
他
の
小
説
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
醒

世
恒
言
巻
三
に
「
他
有
個
道
理
」
が
、
巻
固
に
「
莫
読
這
浪
天
理
的
話
」
や
「
這
話
也
有
理
、
」
巻
五
に
「
奉
動
世
人
、
公
道
存
心
、
天
理
用

事
、
」
巻
八
に
「
倣
出
這
般
浪
天
理
事
鐙
」
な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
拍
案
驚
奇
・
二
刻
拍
案
驚
奇
と
も
同
じ
よ
う
な
用
語
が
出
て
い
る
。

四

⑩
 論

語
な
ど
の
「
瞳
」
の
意
義
に
は
、

枇
舎
の
秩
序
・
慣
習
・
道
徳
の
よ
っ
て
立
つ
根
擦
な
ど
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
こ
れ
は
思
想
家
の
聞
に
躍
と
理
(
道
理
)
の
閥
係
を
問
題
と
す
る
傾
向
を
生
じ
、
腫
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
薩
は
理
で
あ
る
」
の
考
え

が
現
れ
て
き
た
。
と
れ
は
漢
代
以
後
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
一
方
、
「
例
」
は
「
事
例
」
と
か
「
し
き
た
り
」
ハ
慣
例
)

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
「
腫
」
の
具
瞳
的
事
例
と
い
う
意
味
に
も
と
ら
れ
て
、
次
第
に
社
舎
的
慣
習
や
法
律
の
事
例

の
意
味
を
も
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
上
越
の
よ
う
に
「
遁
」
や
「
道
理
」
「
理
」
が
民
聞
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
後
漢
こ
ろ

圏
家
の
制
度
、

-98ー

か
ら
唐
末
の
時
代
に
は
、
躍
は
理
で
あ
る
と
の
思
想
家
の
考
え
方
も
，
次
第
に
民
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
唐
代
に
は
躍
の
民
間
的

事
例
が
民
間
で
「
例
」
と
し
て
通
用
さ
れ
て
い
た
。
ベ
リ
オ
及
び
ス
タ
イ
ン
文
書
に
は
、
「
郷
元
例
」
、
「
郷
原
例
」
、
「
郷
例
」
の
文
言
が
出
て

い
る
こ
と
は
、
既
に
却
井
是
博
敬
援
を
は
じ
め
諸
島
・
者
の
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
玉
井
教
授
・
仁
井
回
数
授
の
紹
介
引
用
さ
れ
た

事
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ー
ー
な
お
こ
れ
ら
の
西
域
文
書
の
年
代
は
、
五
代
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

郷
元
櫨
(
例
か
〉
ハ
P
・
二
六
五
二
)

郷郷

例

(
P
・
三
五
O
一〉

原
ハ
S
・
四
四
四
五
)
ハ
S
・
四
五
O
四〉

郷

元
〈
P
・
三
一
一
一
四
〉
ハ
S
-
七
六
六
V



難
原
川町
ぬ
郷
一
元
一
も
同
じ
言
葉
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ら
可
は
郷
元
例
、
郷
例
と
も
同
じ
意
味
の
言
葉
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
玉
井
教
授
は
、
郷
原
・

郷
元
は
郷
里
の
意
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
郷
原

C
3
例
は
郷
里
の
慣
例
・
慣
習
の
意
味
の
語
と
な
る
。
郷
原

ハ元
V

と
だ
け
あ
っ
て
、
文
脈
か
ら
し
て
郷
原
例
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郷
原
ハ
元
)
は
、
郷
里
と
い
う
意
味
の

⑫
 

外
に
、
郷
原
〔
元
〉
例
と
同
義
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
仁
井
田
博
士
も
、
宋
代
や
明
代
の
事
例
を
あ
げ
で
、
地
方
の
慣
習
の
意
味
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
な
お
、
中
園
で
い
う
郷
・
郷
里
・
郷
原
(
元
)
は
、
日
本
語
で
い
う
郷
土
を
含
め
た
民
衆
生
活
の
場
、
即
ち
貫
く
郷
村
・
都
市

を
包
含
す
る
民
聞
社
舎
一
般
を
も
指
し
て
い
る
語
で
、
郷
原
例
は
民
聞
社
舎
の
慣
習
の
意
味
で
あ
る
。
郷
原

C
5
倒
、
郷
例
な
ど
の
用
語

は
・
宋
代
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
玉
井
・
仁
井
田
両
教
授
が
そ
の
一
、
二
例
を
あ
げ
て
い
る
。
元
代
に
な
る
と
こ
の
用
例
は
、
「
品
川
典
章
」

に
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。

依
-
一
郷
原
例
-

〈
巻
十
七
、
逃
亡
〉

ハ
巻
二
十
七
、
私
債
)

-99-

〈
巻
二
十
三
、
立
位
、
こ
か
所
)

〈
血
ハ
章
新
集
、
織
田
、
「
官
員
職
回
、
依
郷
原
例
分
放
」
の
見
出
し
の
中
に
み
え
る
だ
け
で
な
く
、
本
文
の
中
に
二
か
所
〉

依
-
一
郷
一
原
嘗
例
-
(
典
章
新
築
、
職
田
)

郷
原

〈
曲
内
意
新
築
、
職
田
)

以
上
の
外
に
皐
に
「
依
例
」
と
だ
け
あ
っ
て
「
依
郷
原
例
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
(
巻
二
十
三
、
立
祉
の
項
や
、
典
章
新
築
、
義

倉
の
「
於
各
郷
、
依
例
設
置
義
倉
」
の
事
例
〉
。
「
依
定
例
」
と
か
「
依
奮
例
」
の
よ
う
な
用
語
の
時
は
、
単
に
既
定
の
法
に
よ
る
意
味
の
こ
と
も
あ

る
。
単
に
「
郷
原
」
と
だ
け
用
い
ら
れ
る
事
例
で
は
「
以
=
郷
原
ノ
餅
斗
-
較
量
」
と
か
「
郷
原
/
醤
額
』
と
か
「
郷
原
ノ
六
斗
」
な
ど
の
語
句
と

な
っ
て
い
る
し
、
「
郷
原
嘗
例
」
の
用
語
も
あ
る
か
ら
「
郷
原
」
と
は
「
郷
里
」
の
意
味
で
あ
る
と
の
玉
井
数
授
の
考
え
は
支
持
さ
れ
て
よ
い

と
考
え
る
。
元
代
に
は
、
法
律
と
制
割
腹
し
て
民
聞
の
各
種
の
民
事
・
刑
事
の
事
件
に
際
し
て
の
告
訴
献
の
様
式
、
即
ち
郷
原
例
に
も
と
づ
〈
慮

253 
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理
の
様
式
を
内
容
と
し
て
「
公
理
」
を
稽
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

(
至
元
庚
辰
、
郷
氏
積
誠
堂
刊
、
事
林
庚
記
、
戊
集
〉
。
「
郷
原
例
」
が
明
代
に
も
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
仁
井
回
数
授
の
引
用
さ
れ
る
事
例
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
郷
原
(
元
〉
例
や
郷
例
ハ
時
に
は
郷
原
)
は
、
郷
里
民

間
の
慣
例
・
慣
習
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
唐
末
こ
ろ
か
ら
以
後
、
民
衆
の
聞
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
与
で
い
う
郷
里
の
意
味

と
し
て
の
郷
原
と
論
語
陽
貨
篇
に
あ
る
「
郷
原
は
徳
の
賊
な
り
」
の
郷
原
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
論
語
の
絞
述
は
、
孟
子

童
心
章
句
下
で
は
さ
ら
に
敷
街
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
貌
の
何
長
の
論
語
集
解
の
考
え
で
は
、
郷
を
「
向
う
」
と
解
し
て
、
郷
原
を
人
の
趣

向
を
原
ね
て
迎
合
す
る
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
孟
子
の
銃
越
で
は
、
一
郷
の
人
悉
く
が
原
人
で
あ
っ
て
流
俗
・
汗
世
に
迎
合
し
て
い
る
時
、
衆
は

皆
之
を
是
と
し
て
も
、
そ
れ
は
発
舜
の
道
に
反
す
る
も
の
(
徳
の
賊
)
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
朱
子
も
郷
は
都
俗
の
意
で
、
原
は
患
で
あ
る
。

郷
の
中
に
あ
っ
て
流
、
庁
に
迎
合
し
、
世
に
娼
び
る
こ
と
は
、
徳
に
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
闘
停
を
み
れ
ば
、

論
語
の
郷
原
は
、
唐
末
以
後
に
民
間
で
行
わ
れ
た
郷
原
の
意
味
と
は
違
う
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
郷
原
に
は
、
郷
里
・
民
間
の

世
論
世
評
に
迎
合
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郷
原
の
事
象
を
現
象
さ
せ
る
、
郷
原
の
人
を
生
む
郷
里
の
民
衆
自
身
の
秩
序
節
度
や
規

-1∞-

範
に
つ
い
て
の
意
識
の
存
在
は
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
士
大
夫
の
立
場
か
ら
の
聖
人
の
遣
を
是
と
し
、
民
衆
の
立
場
か
ら
の
道
や
意
識
を

非
と
す
る
儒
数
者
の
一
部
の
考
え
方
を
一
示
す
も
の
と
も
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
顧
炎
武
が
、
日
知
録
巻
十
三
「
郷
原
」
の
項
で
、
「
老
氏
之
皐
」

を
似
て
非
な
る
郷
原
の
事
例
に
あ
げ
、
前
漢
末
の
揚
雄
の
王
葬
政
治
と
の
関
係
を
と
り
上
げ
て
い
る
の
も
、
民
衆
の
立
場
と
儒
数
的
政
治
の
あ

り
方
と
の
関
連
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
字
義
か
ら
す
れ
ば
、
原
は
、
「
た
ず
ね
る
」
と
か
「
は
ら
、
耕
作
地
」
ハ
壌
)
の
意
味
が
あ
り
、
悪

は
「
謹
」
と
か
「
質
朴
」
の
意
味
が
あ
り
、
元
は
「
元
元
」
や
「
察
元
」
の
如
く
「
民
」
「
百
姓
」
の
意
味
が
あ
る
。
唐
末
の
西
域
文
書
で
、

原
と
元
と
が
と
も
に
使
わ
れ
る
の
は
、
四
撃
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
嘗
然
の
事
に
考
え
ら
れ
る
し
、
朱
子
ら
が
目
撃
は
ち
が
う
が
原
と
悪
と
を
同

じ
と
解
す
る
の
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
論
・
孟
の
郷
原
は
、
唐
末
以
後
の
郷
里
・
民
間
と
い
う
よ
う
な
意
味
は
一
次
的
に
は

な
い
が
、
そ
の
底
に
は
郷
里
・
民
間
の
意
味
と
の
闘
連
が
あ
る
こ
と
、
郷
原
(
完
)
の
字
義
か
ら
し
て
も
唐
末
以
後
に
、
郷
里
・
民
間
の
意
味

ι

で
「
郷
原
」
の
語
、
が
民
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。



さ
ら
に
「
郷
原
例
」
に
闘
し
て
、
「
郷
腫
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郷
例
は
郷
里
の
慣
例
で
あ
る
か
ら
、
園
家
・
祉
舎
の

制
度
・
慣
習
を
意
味
し
た
「
撞
」
が
、
郷
例
に
代
っ
て
「
郷
躍
』
の
語
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
、
特
に
庶
民
の
祉
舎
が
展
開
し
、
民
間
枇

⑬
 

舎
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
時
代
に
は
、
首
然
の
動
き
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
現
時
代
に
「
泰
泉
郷
躍
」
の
書
が
生
れ
る
こ
と
は
う
な
づ
け
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
書
の
作
成
年
代
は
、
嘉
靖
十
四
年
以
前
で
あ
っ
て
、
明
代
の
庶
民
社
舎
の
展
開
の
激
し
か
っ
た
十
六
世
紀
の
前
半
期
で

あ
る
。
こ
の
書
で
は
、
郷
紳
が
宗
族
・
郷
人
を
率
い
て
冠
婚
喪
祭
の
四
躍
を
、
文
公
家
躍
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
や
嘗
時
の
里
甲
制
穫
制
の

崩
壊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
郷
紳
贋
が
、
明
朝
の
中
央
・
地
方
政
府
に
協
力
し
て
郷
土
祉
舎
で
行
っ
た
郷
約
・
祉
息
;
祉
倉
・
保
甲
な
ど
の
こ

と
が
鍍
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
郷
躍
は
、
家
撞
に
加
う
る
に
、
地
方
政
治
を
郷
の
自
治
組
織
を
土
蔓
に
準
め
る
策
を
緯
稽
し
た
も
の
で
あ
る
。

郷
紳
層
に
よ
る
上
層
階
級
か
ら
の
郷
躍
の
外
に
、
上
述
の
郷
原
例
の
如
く
郷
原
白
檀
の
慣
習
・
慣
行
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
事
賞
、
こ
の
書
で
贋

東
省
香
山
照
で
設
か
れ
る
、
又
は
そ
の
他
の
地
方
で
貧
施
さ
れ
た
郷
曜
の
中
の
郷
約
と
は
ち
が
っ
て
、
郷
里
自
瞳
の
民
衆
自
身
の
郷
約
が
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
調
査
さ
れ
て
い
る
嘗
時
の
日
用
類
書
の
多
く
が
牧
め
る
「
郷
約
」
に
そ
の
寅
態
の
片
麟
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は

農
村
で
行
わ
れ
た
生
産
に
も
関
係
し
た
具
種
的
共
同
盟
規
制
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋
代
か
ら
呂
氏
郷
約
や
明
の
六
識
を
約
の
重
な
る

内
容
と
す
る
郷
紳
か
ら
の
郷
約
と
劃
比
さ
れ
る
民
衆
自
身
の
郷
約
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
こ
与
で
は
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
す
る

が
、
性
格
の
遣
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
か
に
郷
原
例
に
'連
な
る
郷
例
で
あ
り
、
郷
躍
も
民
聞
社
舎
自
鐙
の
も
の
で
あ

-101ー

る
郷
例
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

以
上
唐
末
以
来
、
民
聞
社
舎
で
行
わ
れ
て
き
た
郷
原
例
に
つ
い
て
、
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
。
郷
原
例
・
郷
例
は
、
同
じ
時
代

の
西
域
文
書
の
中
に
出
て
く
る
「
道
理
」
「
理
」
の
具
鐙
的
内
容
の
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
郷
原
に
お
け
る
秩
序
・
慣
行

部
ち
郷
原
例
を
貫
く
原
則
は
、
民
衆
の
意
識
に
あ
る
「
道
理
』
「
理
」
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
元
典
章
を
み
て
も
、
「
依
理
」
「
這
理
」
「
迫
間
徴
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理
」
「
於
理
・
:
」
「
理
合
・
:
」
「
争
理
」
「
非
理
」
「
有
理
」
「
申
理
」
な
ど
の
用
語
が
し
ば
し
ば
み
え
、
こ
れ
ら
は
、
そ
こ
で
出
て
い
る
郷
原
例
を

含
む
社
舎
の
秩
序
規
範
の
原
則
と
し
て
の
「
理
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
唐
末
以
来
、
民
間
で
行
わ
れ
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た
郷
原
例
を
具
種
的
内
容
の
一
部
と
し
た
民
聞
社
舎
の
秩
序
規
範
の
汎
稀
で
あ
り
原
則
で
あ
る
「
理
」
「
道
理
」
は
‘
先
に
述
べ
た
小
説
に
出

て
く
る
「
理
」
「
道
理
」
と
は
い
く
ら
か
異
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
一
言
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
郷
原
例
を
具
種
的
内
容
と
す
る

「
道
理
」
「
理
」
は
、
農
業
を
主
と
し
商
業
を
従
と
す
る
、
各
時
代
に
お
け
る
比
較
的
に
安
定
し
た
、
正
統
主
義
的
儒
数
政
治
の
場
で
あ
る
中
園

の
民
聞
社
舎
で
の
「
道
理
」
「
理
」
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
社
舎
は
歴
史
を
通
じ
て
端
変
貌
し
て
新
し
い
社
舎
が
形
成
さ
れ
る
。
社
舎
の
矛

盾
や
餐
貌
の
下
で
は
、
常
に
正
統
主
義
的
儒
数
政
治
の
場
で
あ
る
中
園
の
民
間
杜
舎
の
組
織
か
ら
は
み
出
る
民
衆
が
活
躍
す
る
。
三
園
志
逼
俗

演
義
の
開
羽
や
水
器
の
豪
傑
た
ち
の
主
な
る
も
の
は
そ
れ
に
嘗
た
る
。
そ
う
し
た
民
衆
は
、
自
己
の
立
場
を
守
る
た
め
に
伎
義
疎
財
な
ど
の
行

震
を
介
し
て
自
己
の
立
場
を
主
張
す
る
。
彼
ら
の
「
遁
理
」
「
理
」
の
主
な
る
柱
は
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
郷
原
例
を
具
盟
的
内
容
と

す
る
「
道
理
」
「
理
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
包
含
し
た
民
衆
の
立
場
か
ら
の
「
道
理
」

衆
化
し
た
内
容
で
受
取
り
、
「
道
理
」
「
理
」
の
中
に
包
み
こ
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
以
上
の
こ
と
は
小
説
の
中
で
、
民
の
立
場
を
守

「
理
」
で
あ
る
。
儒
数
倫
理
を
も
民

り
、
良
民
を
害
し
な
い
彼
ら
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
農
民
社
舎
の
民
衆
的
意
識
で
あ
る
「
不
殺
、
不
奪
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、
世
の
「
孝
子
賢
孫
節
夫
節
婦
」
を
守
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
需
の
民
衆
の
意
識
と
し
て
の
「
道

-102ー

理
」
は
、
こ
の
小
説
に
出
て
く
る
民
衆
の
意
識
の
系
列
に
属
す
る
こ
と
は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
。

五

道
理
・
理
・
道
の
意
識
が
、
後
漢
末
、
さ
ら
に
唐
末
以
後
に
民
衆
の
も
の
と
し
て
定
着
し
て
き
た
以
上
、
歴
史
上
の
農
民
・
民
衆
運
動
の
中

「
道
理
」
の
語
が
激
文
な
ど
に
寅
際
に
出
て
こ
な
く
て
も
、

⑮
 

意
識
が
存
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
唐
末
の
黄
巣
・
王
仙
芝
の
集
圏
で
天
に
代
っ
て
貧
富
の
差
を
な
く
す
る
「
天
補
卒
均
大
将
軍
」
の
競
が

⑮

⑫
 

用
い
ら
れ
た
り
、
南
宋
初
の
鍾
相
・
楊
太
の
集
圏
で
「
天
大
聖
」
「
大
聖
天
王
」
の
競
が
、
明
代
十
六
世
紀
初
の
四
川
の
藍
廷
瑞
ら
の
集
圏
で
、

⑮
 

「
順
天
王
」
の
名
競
が
行
わ
れ
た
り
し
た
事
な
ど
で
も
わ
か
る
。
「
理
」
(
道
理
〉
の
語
も
例
え
ば
方
蝋
の
奉
事
に
あ
た
っ
て
、

に
も
そ
れ
が
み
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

主
宰
と
し
て
の
天
の
信
仰
や
天
の
示
す
遁
の

雌
及
び
そ
の
徒
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黛
は
、
「
天
下
園
家
、
本
同
一
理
」
と
い
っ
て
、
「
父
兄
」
(
官
僚
や
地
主
な
ど
を
指
す
〉
の
抑
匪
の
下
で
「
子
弟
」
(
人
民
・
農
民
を
指
す
)
は
そ
の

苦
し
み
に
甘
ん
ず
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
た
り
、
そ
の
苦
し
み
に
甘
ず
る
「
理
」
が
あ
ろ
う
か
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
偽
相
の
集
圏

が
、
官
府
・
寺
観
・
豪
右
の
家
な
ど
を
焚
焼
し
、
官
吏
、
儒
生
、
信
道
な
ど
を
殺
し
、
さ
ら
に
反
社
合
的
な
行
動
に
出
た
が
、
民
衆
は
そ
れ
を

「
天
理
嘗
然
」
と
し
て
、
喜
ん
で
従
っ
た
と
い
う
。
こ
与
で
は
「
天
理
」
で
以
て
こ
の
反
観
集
圏
の
行
動
を
ま
と
め
て
い
る
。
一
方
農
民
・
民

衆
運
動
の
中
の
農
民
・
民
衆
の
道
や
理
の
意
識
、
行
動
の
原
理
に
も
と
づ
く
具
僅
的
な
規
範
や
行
動
を
示
す
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

方
臓
の
集
圏
で
は
「
伎
義
」
の
語
、
が
、
小
説
の
水
滞
集
園
で
用
い
ら
れ
る
と
閉
じ
内
容
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
伎
義
疎
財
」
は
貧
し
い
民
衆

ー

の
集
圏
で
は
集
圏
結
合
の
た
め
の
基
本
的
行
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
民
・
民
衆
の
聞
の
財
産
の
均
卒
化
要
求
と
結
付
い
て
い
る
ι

黄
巣
の
範
で

は
、
農
民
・
民
衆
の
拳
事
集
圏
の
聞
で
「
天
補
卒
均
大
終
軍
」
の
競
が
行
わ
れ
、
北
宋
初
、
四
川
の
王
小
波
・
李
順
の
集
圏
や
南
宋
初
の
湖
南

の
鍾
相
ら
の
集
圏
で
は
、
「
粂
併
之
家
」
に
劃
す
る
「
貧
民
」
の
階
級
的
抗
争
の
意
識
の
表
現
と
し
て
、
「
疾
エ
貧
富
不
v
均
」
と
か
「
等
二
貴
賎
司

均
=
貧
富
こ
を
ス
ロ
、l
ガ
ン
と
し
て
い
た
。
農
民
社
舎
の
本
来
の
あ
り
方
と
し
て
そ
の
生
産
や
生
活
を
守
り
緊
落
を
保
衡
す
る
立
場
か
ら
農
民

の
意
識
と
し
て
不
殺
・
不
盗
(
奪

γ
不
犯
・
不
飲
酒
な
ど
が
自
然
に
生
れ
て
く
る
。
劉
邦
の
い
わ
ゆ
る
法
三
章
の
約
の
中
に
も
?
不
殺
・
不
盗
な

@
 

ど
が
入
っ
て
い
る
し
、
前
漢
末
の
赤
眉
の
集
圏
の
聞
に
「
殺
人
者
は
死
、
傷
入
者
は
償
創
」
が
約
さ
れ
て
い
た
し
、
貯
代
の
マ
ニ
敢
系
の
喫
茶

事
魔
の
黛
で
は
マ
ニ
数
・
併
数
の
要
素
が
、
こ
の
農
民
の
意
識
を
ふ
ま
え
て
不
殺
・
不
飲
・
不
輩
辛
を
結
祉
の
規
範
と
し
て
い
る
。
元
末
の
白

蓮
数
徒
の
聞
の
不
殺
・
不
奪
・
不
犯
の
規
制
は
有
名
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
明
末
の
民
饗
及
び
清
代
の
農
民
運
動
な
ど
で
も
こ
の
俸
統
は
生
き

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
具
睦
的
な
農
民
の
行
動
規
範
の
原
理
は
民
衆
の
聞
の
道
、
理
に
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
末
の
民
襲
で
は
、
農
民
の
行
動

@
 

・
奉
事
は
天
道
に
も
と
づ
く
も
の
と
の
意
識
が
現
わ
れ
て
い
た
。
崇
顧
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
の
兵
部
郎
中
張
若
麟
の
署
名
の
あ
る
塘
報
公

文
に
河
北
の
賊
の
こ
と
を
述
べ
「
賊
は
と
も
に
頭
に
紅
唐
巾
を
か
ぶ
り
、
身
に
紅
緑
(
衣
〉
を
つ
け
、
:
:
:
大
半
の
賊
替
に
は
『
替
天
行
道
』

@
 

『
殺
富
済
質
』
の
字
を
書
い
た
二
面
の
紅
旗
が
た
司
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
崇
頑
十
七
年
正
月
十
八
日
の
兵
部
員
外
郎
越
関
心

の
署
名
の
あ
る
兵
部
の
公
文
の
中
に
「
死
賊
は
恒
仁
偲
義
、
衆
心
如
v
酔
如
v
痴
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
明
季
北
略
巻
十
九
に
は
、
崇
顧
十
六

-.103一
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年
正
月
に
李
自
成
が
寅
肢
を
陥
れ
た
時
に
、
李
が
掲
げ
た
椴
文
の
中
に
「
托
ニ
仁
義
一
以
誘
ニ
遠
近
こ
の
語
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
同
書
巻
二
十
三
に
、
李
巌
が
李
自
成
に
「
仁
義
を
行
わ
ん
」
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
四
方
に
「
闇
王
の
仁
義
の
師
は
、
不
殺
不
掠
で
あ
る
」

と
侍
言
し
た
と
出
て
い
る
。
同
書
各
十
九
に
、
群
賊
が
李
自
成
を
推
し
て
「
奉
禿
借
語
大
元
帥
」
と
し
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
材
料

に
よ
っ
て
李
自
成
ら
の
農
民
民
衆
の
奉
事
集
圏
の
中
で
、
天
道
を
奉
ず
る
意
識
や
「
替
天
行
道
」
の
意
識
が
存
し
て
い
た
こ
と
、
彼
ら
の
道
は

@
 

仁
義
で
あ
り
、
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
の
中
期
の
白
蓮
教
の
指
導
者
は
、
財
を
軽
ん
じ
施
を
好
み
(
い
わ
ゆ
る
疎
財
伏
義
に
あ
た
る
〉
、

民
衆
を
糾
合
し
た
が
、
数
徒
は
「
官
逼
民
襲
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
。
こ
の
官
逼
民
繁
は
、
三
園
志
演
義
や
水
潜
に
あ
る
「
人
民
を
殺
裁
す

る
」
こ
と
を
排
し
「
濫
官
汚
吏
が
百
姓
を
陥
害
す
る
」
の
に
反
抗
し
て
替
天
行
遣
す
る
と
い
う
意
識
と
逼
ず
る
農
民
民
衆
の
意
識
で
あ
る
と
考

え
て
よ
い
。

太
卒
天
園
で
は
「
遁
」
や
「
道
理
」
が
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
「
天
情
道
理
書
」
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
太
卒
天
園
で
は
「
講
道

③
 

理
」
を
行
っ
た
。
「
講
道
理
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
考
え
た
の
は
、
筒
叉
文
氏
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
「
講
道
理
」
は
、
贋
東
の
#
・
リ
ス
ト
数

舎
で
も
と
も
と
通
用
し
て
い
た
言
葉
で
あ
り
、
洪
秀
全
が
は
じ
め
庚
州
で
科
拳
の
試
を
受
け
た
時
、
街
路
で
宣
教
師
が
「
講
道
理
」
し
て
い
た

の
を
み
た
と
い
う
。
ま
た
洪
秀
全
は
「
勤
世
良
雪
己
か
ら
こ
の
言
葉
を
知
り
、
贋
西
に
入
っ
て
こ
れ
に
な
ら
っ
て
博
敬
す
る
時
、
「
講
道
理
」
を
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行
い
、
建
園
以
後
、
「
講
道
理
」
が
制
度
と
な
っ
た
。
太
卒
天
園
軍
が
新
た
に
占
領
し
た
土
地
で
、
空
閑
地
に
高
台
を
設
け
、
全
軍
の
将
兵
及
び

そ
の
地
の
民
衆
を
集
め
て
、
天
父
を
薩
拝
し
た
後
に
「
講
道
理
」
を
奉
行
し
た
。
叉
、
人
を
慮
刑
す
る
時
、
人
を
狩
り
集
め
る
時
、
行
軍
を
お

こ
す
時
、
命
令
を
下
す
時
、
何
か
事
を
行
う
時
に
は
必
ず
「
講
道
理
」
を
行
っ
た
。
筒
叉
文
氏
の
説
明
は
、
「
賊
情
実
纂
」
九
、
「
講
道
理
」
の

候
の
記
述
を
引
用
し
て
の
も
の
で
、
賊
情
葉
纂
の
「
講
道
理
」
僚
で
は
、
こ
の
こ
と
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
巻
八
の
「
僑
律

諸
候
禁
」
の
一
僚
に
「
凡
そ
停
令
し
て
講
道
理
を
聴
か
せ
る
時
に
、
故
な
く
し
て
来
な
い
者
は
、
ハ
慮
罰
し
〉
:
:
:
、
再
犯
す
れ
は
斬
首
:
:
:
」

と
あ
る
「
講
道
理
」
と
は
「
宣
講
道
理
」
の
意
味
で
、
「
道
理
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
道
理
で
あ
り
、
宣
講
道
理
は
キ
リ
ス
ト
教

の
設
敬
の
こ
と
で
あ
る
。
宣
講
の
形
式
は
、
唐
末
こ
ろ
の
漢
文
に
相
伴
う
、
語
り
物
の
民
衆
的
形
式
を
う
け
る
も
の
で
、
明
清
時
代
の
民
間
宗



数
で
行
わ
れ
た
賓
巻
の
宣
護
、
が
宜
巷
と
い
わ
れ
た
こ
と
と
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
賓
巻
を
宣
講
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
民
間

の
形
式
が
清
代
に
は
六
議
・
墓
誌
の
宣
講
に
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
明
清
代
の
民
間
の
宗
教
的
行
事
の
俸
統
が
、
キ
リ
ス
ト
教
停
遁
に
も
用
い

ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
太
卒
天
圏
が
採
用
し
、
宗
激
的
政
治
的
意
義
を
も
た
せ
た
天
園
の
行
事
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
太
卒
天

園
で
行
わ
れ
た
「
道
理
」
の
言
葉
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
思
想
家
及
び
民
衆
の
聞
で
行
わ
れ
た
「
道
理
」
の
言
葉
と
同
じ
も
の
で
あ

る
。
そ
の
遁
理
の
内
容
が
、
太
卒
天
圏
で
は
巌
密
に
キ
リ
ス
ト
数
義
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
差
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
洪
秀
全
の

書
い
た
又
は
そ
れ
に
閥
係
あ
る
文
献
の
中
「
太
卒
天
日
」
ハ
一
八
四
八
作
)
以
前
の
文
献
、
百
正
歌
・
原
道
救
世
歌
・
原
道
醒
世
訓
・
原
道
費
世

「
天
道
」
「
原
道
」
「
大
道
」
「
員
道
」
や
天
道
に
順
う
意
味
の
「
順
天
」
や
「
天
人
一
気
、
理
無
二
」
の
如
く
、
「
道
」
や
「
理
」

の
言
葉
は
出
て
い
る
が
、
「
道
理
」
の
語
は
な
い
。

訓
等
に
は
、

「
奉
天
」
「
大
道
」
等
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
道
理
」

の
語
は
出
て
い
な
い
。
し
か
し
慶
西
に
入
司
て
停
道
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
噴
か
ら
、
さ
ら
に
太
卒
天
園
建
園
以
後
に
な
る
と
「
講
道
理
」
を

太
卒
天
日
に
も
「
天
理
」

一
般
に
「
道
理
」
の
語
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
天
情
道
理
書
」
に
は
「
天
情
員
道
を
以
て
世
人
を
化
醒
す
る
」
「
特
に
我
ら
弟
妹
の
た
め
に
天
情
道
理
を
講
明
す
る
」
「
道
理
を
宣
講
し
て

我
ら
兄
弟
に
聴
か
せ
る
」
「
特
に
天
情
道
理
を
詳
細
に
宣
明
し
、
再
三
瞬
示
す
る
」
な
ど
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
右
に
は
「
天
情
道
理
」

と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
「
天
情
道
理
」
は
、
「
天
情
道
理
書
」
に
「
凡
情
脱
却
、
天
情
顕
」
と
い
う
よ
う
に
、
凡
情
に
劃
立
す

「
凡
情
」
の
諸
書
と
は
、
こ
の
「
土
階
篠
例
」
に
よ

行
う
と
と
も
に
、

る
も
の
で
あ
る
。
「
欽
定
士
階
篠
例
」
で
は
「
天
情
興
凡
情
有
別
鷲
」
と
い
う
が
、
そ
の

「
其
他
凡
情
諸
書
業
経
欽
定
改
正
」
と
出
て
い
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れ
ば
、
「
奮
遺
詔
聖
書
、
前
遺
詔
聖
書
、
以
及
天
父
天
兄
下
凡
詔
書
、
天
道
詔
書
」
等
以
外
の

る
。
こ
れ
は
太
卒
天
圏
三
年
以
後
、
そ
れ
以
前
の
天
園
関
係
の
文
献
か
ら
儒
激
的
思
想
、
儀
腫
を
除
く
た
め
に
、
そ
れ
ら
に
改
正
を
加
え
、
四

書
五
経
も
側
書
改
正
す
る
こ
と
を
進
め
た
こ
と
に
ふ
れ
て
、
凡
情
の
諸
書
に
改
正
を
加
え
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
凡
情
諸
書
と

は
儒
数
の
諸
経
典
を
主
に
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
士
階
篠
例
」
の
中
で
は
、
「
孔
孟
之
書
不
必
腰
、
其
中
有
合
於
天
情
道
理

亦
多
、
既
蒙
員
聖
主
御
筆
欽
定
、
皆
属
開
巻
有
盆
者
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
太
卒
天
闘
の
講
道
理
は
、
天
情
道

-105ー
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理
、
天
情
員
道
の
宣
講
で
あ
り
、
凡
情
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
凡
情
諸
書
の
中
の
道
理
に
も
、
天
情
遁
理
に
合
う
も
の
も

多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
数
の
道
理
・
規
範
の
多
く
の
も
の
が
太
平
天
園
の
思
想
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
。
太
卒
天
園
の
道
理

の
内
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
他
の
農
民
運
動
の
中
の
道
理
の
内
容
と
は
違
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
講
道
理
の
方

式
は
、
民
衆
の
行
い
な
れ
た
宣
議
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
道
理
そ
の
も
の
に
も
儒
数
及
び
そ
の
民
衆
的
士
重
で
あ
る
民
聞
社
舎
の
規
範
意

識
と
連
な
る
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

@
 

太
卒
天
園
起
事
以
前
の
山
東
の
農
民
・
民
衆
が
首
鋪
・
鐘
鋪
・
盟
商
の
客
舎
、
運
迭
中
の
客
車
、
行
李
車
、
布
鋪
・
貨
鋪
・
油
鋪
等
を
襲

ぃ
、
鏡
財
貨
物
を
掠
奪
し
た
が
、
そ
れ
を
彼
ら
は
「
替
天
行
道
」
と
意
識
し
て
そ
の
旗
を
た
て
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
農
民
・
民
衆
の
集
圏
に

は
、
捻
臣
・
披
匠
・
巣
匪
・
腹
匠
等
が
あ
り
、
そ
の
首
に
は
「
仁
義
王
」
と
か
「
順
天
王
」
の
名
を
稽
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

@
 

義
和
圏
に
つ
い
て
、
哀
調
の
「
凱
中
日
記
残
稿
」
に
、
山
東
の
義
和
圏
に
は
、
「
替
天
行
遁
」
「
助
清
滅
洋
」
の
旗
を
た
て
て
活
動
す
る
も
の

@
 

が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
津
に
あ
る
江
蘇
・
断
江
の
各
舎
館
の
門
に
は
、
「
替
天
行
道
、
扶
清
滅
洋
」
と
書
い
た
大
黄
旗
が
た
て
ら

@
 

れ
て
い
た
と
い
う
。
庚
子
(
光
緒
二
六
年
〉
の
年
六
月
の
閲
公
害
帝
君
降
壇
日
の
順
天
府
宛
卒
購
買
家
司
馬
蘭
村
の
義
和
国
放
子
園
の
具
文
の

中
に
、
「
扶
清
滅
洋
替
天
行
遁
し
、
圏
家
の
た
め
に
力
を
出
し
、
祉
稜
を
安
ん
ず
る
」
旨
の
語
句
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
同
じ
具
文
の
後
半
に
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「
義
和
圏
の
義
は
仁
で
あ
る
。
和
は
睡
で
あ
る
。
仁
と
躍
と
で
郷
里
を
和
睦
す
る
。
道
徳
を
本
と
し
、
務
農
を
業
と
な
す
:
:
:
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
は
、
小
説
な
ど
に
出
る
農
民
・
民
衆
の
仲
間
的
結
合
の
紐
帯
と
し
て
の
伎
義
疎
財
の
意
味
を
も
っ
た
仁
義
が
彼
ら
義
和
圏
の
聞
に
生
き

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
義
和
圏
の
場
合
は
、
仲
間
的
結
合
の
民
衆
的
仁
義
と
い
う
よ
り
も
、
和
睦
郷
里
と
い
う
よ
う
な
農

村
社
舎
の
安
定
に
重
貼
を
お
い
た
相
互
扶
助
の
意
味
の
強
い
「
仁
義
」
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
捻
軍
・
義
和
圏
い
ず
れ
に
も
、
農
民
・

民
衆
運
動
の
停
統
の
中
に
生
き
て
い
た
「
替
天
行
道
」
「
仁
義
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
捻
軍
で
は
「
仁
義
王
」
「
順
天
王
」
の
名
稽

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
仁
義
の
義
和
圏
の
義
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
義
和
圏
の
「
義
民
」
「
義
土
」
も
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
義
は
、
和
睦
郷
里
的
「
仁
義
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
朝
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
る
と
扶
清
滅
洋
、
安
定
祉
稜
の
意
を
含
む
「



忠
義
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
小
説
三
園
演
義
や
水
潜
の
仁
義
が
、
政
治
的
意
義
を
も
っ
時
、
忠
義
と

互
に
関
連
す
る
の
と
同
じ
民
衆
の
心
情
・
意
識
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
太
一
卒
一
天
園
の
時
、
威
豊
六
年
に
起
事
し
た
湖
北
南
部
の
剤
州
府
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一松
滋
廓
の
「
忠
義
圏
」
、
威
豊
二
年
の
湖
南
の
長
沙
府
樹
陽
懸
の
「
徴
義
堂
」
の
名
稽
も
仁
義
・
忠
義
の
語
が
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場

@
 

一合
は
、
む
し
ろ
仁
義
的
忠
義
や
義
の
意
味
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
湖
っ
て
北
宋
末
・
南
宋
初
の
華
北
の
農
民
・
民
衆
の
「
忠
義
」
、
即
ち
侵
入

軍
に
封
抗
し
て
南
宋
朝
の
激
に
慮
じ
、

f

宋
園
の
た
め
に
戦
う
「
忠
義
枇
」
「
忠
義
誕
祉
」
の
忠
義
は
、
農
民
・
民
衆
の
相
互
扶
助
・
伎
義
仁
義
の

意
識
と
共
存
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
義
和
圏
の
仁
義
・
忠
義
の
道
徳
寅
般
を
内
容
と
し
た
「
替
天
行
道
」
の
道
や
「
道
徳
篤
本
」
の
道
徳
は
、

民
衆
の
嘗
然
行
う
べ
き
規
範
・
「
道
理
」
で
あ
る
。
そ
の
道
理
に
従
い
行
動
す
れ
ば
、
「
震
善
者
可
保
、
作
悪
者
難
逃
ハ
災
〉
」
、
「
人
行
善
者
、

災
可
免
、
作
悪
性
命
難
逃
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
善
悪
鹿
報
の
意
識
は
民
衆
の
意
識
と
し
て
存
し
て
い
た
。
そ
れ
は
小
説
の
中

に
も
、
歴
史
上
の
農
民
・
民
衆
運
動
に
お
い
て
も
、
常
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
善
悪
臆
報
の
意
識
が
、
農
本
主
義
社
舎
を
基
礎
と

し
て
、
特
に
宋
代
以
後
に
具
韓
的
内
容
を
も
っ
て
客
観
化
さ
れ
て
き
た
の
が
善
書
で
あ
る
。
善
書
で
は
「
道
理
」
の
語
の
代
り
に
「
道
徳
」
と

か
「
善
、遁
」
「
功
過
」
の
語
が
出
て
い
る
。
「
陰
鴎
録
」
「
自
知
録
」
、
各
種
の
「
功
過
格
」
等
の
中
の
用
語
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
遁
数
の
中

で
は
浮
明
忠
孝
道
が
、
「
道
理
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
浮
明
忠
孝
道
開
創
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
元
代
、
西
暦
十

三
世
紀
の
人
倫
玉
員
の
語
鋒
に
、
「
天
下
の
道
理
は
最
も
大
き
く
、
前
朝
賢
相
の
言
に
出
て
い
る
。
愚
見
を
以
て
、
道
理
を
観
れ
ば
、
世
間
の
中

で
甚
だ
霊
験
な
も
の
は
、
道
理
に
し
く
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
理
が
遁
か
ら
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
道
理
に
順
え
ば
士
ロ
で
あ
り
、
こ
れ
に

背
け
ば
凶
で
あ
る
:
:
:
」
と
出
て
い
る
。
ま
た
「
理
は
道
よ
り
生
じ
、
理
を
明
か
に
し
て
以
て
本
に
報
ず
る
。
:
:
:
(
天
心
や
組
土
〉
は
、
世

間
生
化
の
由
る
所
、
高
理
の
都
ぶ
る
所
で
あ
る
O
i
-
-
-
こ
れ
遁
理
の
主
宰
す
る
と
こ
ろ
、
世
人
の
身
心
の
・
功
過
は
、
こ
れ
に
照
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
:
:
:
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
理
、
道
、
道
理
の
語
は
、
宋
・
明
の
儒
皐
者
の
思
想
に
し
ば
し
ば
出
て
い
る
が
、
浄
明
忠
孝
道
十は
宋
皐
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の
思
想
の
影
響
を
大
い
に
受
け
、
む
し
ろ
忠
孝
を
中
心
と
し
て
宋
療
を
道
激
化
し
た
も
の
が
、
国
伊
明
忠
孝
道
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
で

あ
る
。
道
理
も
前
朝
宋
の
皐
者
の
思
想
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
宋
皐
で
は
宗
教
に
媒
介
さ
れ
た
理
・

一道
理
は
設
か
れ
な
い
の
に
劃
し
、
劉

~107-



262 

玉
県
は
天
理
や
道
理
を
新
道
数
の
中
で
、
民
衆
の
意
識
の
道
理
と
連
っ
た
も
の
と
し
て
受
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
説
の
中
で
示
さ
れ
る
民

衆
の
規
範
「
道
理
」
を
中
心
と
す
る
善
悪
鹿
報
の
意
識
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

民
衆
の
仲
間
的
相
互
扶
助
の
結
合
は
、
伎
義
疎
財
・
仁
義
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。
そ
の
民
衆
が
、
農
民
と
と
も
に
、
富
豪
地
主
か
ら
抑
匪

を
受
け
た
時
に
は
、
い
わ
ゆ
る
階
級
闘
争
の
形
を
と
っ
て
農
民
・
民
衆
は
劉
抗
す
る
。
三
園
志
演
義
や
水
器
等
の
世
界
で
は
農
民
・
民
衆
に
劃

す
る
抑
匪
を
貧
官
汚
吏
の
罪
悪
に
借
問
し
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い
し
、
清
代
の
白
蓮
教
で
も
「
官
逼
民
襲
」
と
意
識
す
る
面
が
強
か
っ
た
。
中
園

の
税
役
の
徴
放
の
制
度
や
そ
の
機
能
の
中
で
、
官
僚
の
果
た
す
役
割
か
ら
し
て
、
農
民
・
民
衆
が
官
僚
を
貧
官
汚
吏
と
し
て
抑
匪
者
と
し
て
そ

れ
を
攻
撃
す
る
意
識
は
、
潜
在
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
の
腐
敗
や
杜
舎
矛
盾
に
劃
し
て
、
農
民
・
民
衆
は
こ
れ
を
官
僚
の
な
せ
る
と
こ
ろ

と
考
え
る
傾
向
が
強
か
ア
た
。
そ
の
民
衆
意
識
が
小
説
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
歴
史
上
の
農
民
運
動
の
中
で
も
悪
官
打
倒
の
姿
が

示
さ
れ
て
い
る
。
官
僚
は
、
膏
吏
・
光
混
と
い
う
政
治
的
吐
舎
的
異
端
の
組
織
を
利
用
し
た
り
、
地
主
・
富
商
と
結
托
し
て
、
貧
官
汚
吏
で
あ

る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
農
民
・
民
衆
の
貧
官
汚
吏
打
倒
は
、
彼
ら
の
地
主
・
富
商
に
謝
す
る
階
級
的
闘
争
の
姿
を
内
容
す
る
場
合
が
多
い
。
蜘

清
時
代
に
は
、
民
間
で
郷
紳
〈
官
僚
〉
を
郷
の
翼
虎
と
意
識
し
、
富
者
・
郷
紳
を
民
の
怨
叢
と
意
識
す
る
こ
と
が
、
一
般
の
社
舎
通
念
と
な
っ

て
い
た
。
歴
史
に
登
場
す
る
農
民
・
民
衆
の
奉
事
で
、
地
主
・
富
豪
に
劃
し
て
闘
争
す
る
祉
曾
的
性
格
の
強
い
場
合
は
、
例
え
ば
責
巣
や
宋
代

(
均
卒
)
と
か
「
均
産
」
、
明
中
葉
の
郵
茂
七
の
事
事
の
「
劃
卒
」
、
明
末
の
民
襲
や
清
代
の
農
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の
い
わ
ゆ
る
均
産
一
撲
に
み
ら
れ
る
「
卒
均
」

民
・
民
衆
運
動
に
示
さ
れ
た
「
殺
富
済
貧
」
「
打
富
済
貧
」

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
現
れ
る
。

さ
ら
に
郵
茂
七
や
明
末
の
民
饗
な
ど
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
直
接
的
具
鎧
的
な
農
民
・
民
衆
の
要
求
と
し
て
、
「
免
賦
」
、

代
中
期
こ
ろ
の
恥
川
・
湖
北
・
陳
西
の
接
壌
地
域
の
山
地
へ
の
移
住
民
の
聞
に
は
、
「
喫
大
戸
」
の
風
が
あ
っ
た
。
儀
民
が
大
戸
の
食
糧
を
食

い
つ
ぶ
す
こ
と
が
、
首
然
の
如
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
民
衆
や
貧
血
買
の
聞
に
は
、
富
者
は
貧
者
に
め
ぐ
む
こ
と
は
理
の
嘗
然
で
あ
り
、

貧
者
が
富
者
か
ら
金
品
を
奪
う
こ
と
も
、
理
に
か
な
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
民
衆
意
識
が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
が
貧
困
な
農
民
・
民
衆

の
大
戸
・
富
者
に
劃
す
る
階
級
的
争
い
と
結
合
し
て
、
喫
大
戸
と
い
う
枇
舎
事
象
が
生
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
打
富
済
貧
の
階
級
闘
争

「
滅
租
省
息
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

清



的
行
動
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
仁
義
・
伎
義
の
仲
間
的
民
衆
の
道
理
意
識
と
共
通
項
を
d

も
っ
た
上
で
の
農
民
・
民
衆
の
闘
争
の
委
で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-・.，、

清
代
の
天
地
舎
や
、
後
の
青
需
と
閥
係
の
連
な
る
宗
数
結
社
で
あ
る
一
繭
建
地
方
の
老
官
粛
な
ど
で
は
、
上
述
の
農
民
・
民
衆
の
意
識
で
あ
る

「
替
天
行
遁
」
「
代
天
符
事
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
t
A

で
中
園
の
近
代
化
社
舎
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
秘
密
結
祉
の
民
衆
の
間
に
行
わ
れ
た
遁

理
を
は
じ
め
と
す
る
意
識
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

@
 

天
地
舎
文
献
の
「
先
鋒
劉
答
」
、
「
裁
路
打
塁
間
口
白
」
の
中
の
問
答
詩
に
「
各
人
有
道
理
」
の
句
が
あ
り
、
「
時
間
句
」

理
」
の
旬
、
が
あ
る
。
ま
た
「
詩
句
」
に
「
査
理
皆
同
」
「
同
理
」
な
ど
の
語
が
み
え
る
。
理
に
つ
い
て
は

の
中
に

「
清
君
無
道

需
の
人
々
に
は
「
遁
理
」
が
あ
り
、

「
天
理
」
の
語
も
使
わ
れ
て
い
る
。

「
天
理
」
天
の
道
理
に
通
ず
る
。
従
っ

て
「
順
天
行
道
」
の
語
は
し
ば
し
ば
出
て
く
る
o

こ
の
「
天
理
」
「
道
理
」
の
内
容
は
、
「
仁
義
」
で
あ
り
「
忠
き
で
あ
る
。
説
明
押
さ
に

「
不
仁
不
義
、
忘
誓
背
盟
者
、
死
男
絶
女
、
五
雷
諌
撃
」
、
「
能
存
忠
心
仁
義
者
、
一
幅
寄
費
全
財
丁
輿
旺
」
と
あ
っ
て
、
忠
心
や
仁
義
の
遁
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
醸
報
が
、あ
り
、
そ
れ
を
玉
皇
上
帝
以
下
諸
紳
に
誓
い
、
諸
神
は
務
員
の
行
震
が
遁
理
に
か
な
い
、
順
天
行
道
で
あ
る
か
を
監
察

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
祝
文
で
は
「
反
清
復
明
」
は
「
天
意
」
に
順
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
「
詩
句
」
で
は
「
反
清
復
明
」
は

@
 

「
天
心
」
に
合
す
る
と
い
う
。
『
忠
心
義
気
」
の
語
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
詩
句
」
に
は
、
「
忠
心
義
気
、
天
賜
一
幅
」
♀
震
忠

壷
義
、
一
帽
重
重
」
と
い
司
て
鷲
員
の
行
掃
に
劃
す
る
麿
報
を
読
い
て
い
る
。
こ
の
「
忠
心
義
気
」
は
「
忠
心
」
と
「
義
気
」
の
二
つ
の
規
範
を

指
す
場
合
が
あ
る
。
上
掲
の
「
忠
心
仁
義
を
存
す
る
も
の
は
、
肩
書
費
全
で
あ
る
」
の
語
の
中
の
「
忠
心
仁
義
」
は
、
七
義
と
義
気
と
は
同
じ

@
 

意
識
で
あ
る
か
ら
、
『
忠
心
義
気
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
受
取
っ
て
よ
い
。
「
洪
門
小
引
」
に
、
儒
数
の
五
常
と
結
合
し
て
洪
門
に
入
っ
た
後

「
忠
心
潟
大
、
義
気
魚
先
、
仁
義
嘩
智
信
矯
用
」
で
あ
る
と
出
て
い
る
。
こ
れ
は
「
忠
心
義
気
」
を
規
範
意
識
の
中
心
に
す
え
、
そ
れ
を

「
理
」
を
同
じ
く
し
、
清
一
帝
一
に
は
「
道
理
」
が
な
い
。
そ
の
理
は
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敷
街
す
る
も
の
と
し
て
儒
数
の
「
仁
義
腫
智
信
」
を
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
常
の
中
心
は
、
民
衆
の
意
識
と
し
て
の
「
仁
義
」
に
あ

る
と
し
て
結
び
つ
け
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
す
る
と
「
忠
心
義
気
」
と
「
仁
義
」
と
は
相
逼
ず
る
こ
と
に
な
る
。
「
義
気
」
は
「
仁
義
」
に

遁
じ
、
桃
園
結
義
の
「
義
」
に
通
ず
る
。
桃
園
結
義
が
天
地
曾
禽
員
結
合
の
モ
デ
ル
あ
り
、
「
桃
園
結
義
」
の
こ
と
が
よ
く
出
て
く
る
。
『
忠
心

義
気
」
は
「
忠
義
」
と
同
義
の
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
「
忠
心
」
「
忠
義
」
は
「
詩
句
」
の
中
に
「
事
君
忠
義
、

寄
無
彊
」
、
「
忠
心
報
園
」
「

鶏
圏
全
忠
」
な
ど
の
句
が
あ
る
よ
う
に
、
反
清
復
明
を
目
的
と
し
て
の
君
王
園
家
に
封
す
る
忠
で
あ
る
こ
と
が
多
い
、
天
地
舎
の
擦
黙
で
あ
る

「
忠
義
堂
」
の
こ
と
は
天
地
舎
文
献
に
多
く
出
て
い
る
。
忠
義
は
外
に
「
仁
義
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
静
句
」
に

有

仁
有
義
万
下
過
、
不
忠
不
義
万
下
亡
」
「
有
忠
有
義
万
下
過
、
不
仁
不
義
剣
下
亡
」
「
有
忠
有
義
万
下
過
、
不
仁
不
義
万
下
亡
」
の
句
が
連
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、

天
地
舎
で
は
「
忠
義
」
の
外
に
「
忠

「
仁
義
」
と
「
忠
義
」
と
が
同
じ
よ
う
に
受
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

@
 

孝
」
を
も
読
き
、
君
園
へ
の
忠
と
父
母
へ
の
孝
を
並
べ
て
い
る
。
こ
の
孝
は
例
え
ば
「
洪
門
三
十
六
誓
」
の
中
の
語
句
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
「

の
語
句
で
わ
か
る
よ
う
に
、
天
を
父
と
し
地
を
母
と
し
て
仁
義
に
よ
っ
て
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孝
」
は
、
儒
激
的
な
家
族
道
徳
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
孝
順
天
地
」

結
合
さ
れ
た
兄
弟
と
し
て
、
天
地
に
順
う
意
味
、
即
ち
「
順
天
行
道
」
と
逼
、ず
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
た
語
で
あ
る
。

@
 

膏
老
舎
・
紅
腎
に
お
け
る
民
衆
の
意
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
官
可
老
舎
結
義
は
、
烏
牛
白
馬
を
殺
し
、
天
地
に
告
げ
て
桃
園
で
起
義
す
る
豪

傑
の
結
合
を
習
う
も
の
で
、
三
圏
中
山
演
義
や
水
論
の
中
の
劉
閥
張
や
宋
江
等
の
こ
と
を
引
き
、
小
説
の
中
に
出
て
い
る
民
衆
の
意
識
と
似
た
意

識
を
も
っ
て
い
る
。
膏
老
舎
の
組
織
は
「
山
堂
」
か
ら
な
っ
て
い
て
、
そ
の
型
は
水
潜
の
梁
山
忠
義
堂
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
天
地
舎
の
影
響

を
受
け
、
そ
れ
と
交
流
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
寄
老
舎
の
文
献
に
は
天
地
舎
説
話
が
引
用
さ
れ
、
天
地
舎
の
民
衆
意
識
と
同
じ
意
識
も
行
わ
れ
て

い
た
。
紅
需
の
民
衆
の
間
で
は
常
に
「
道
理
」
に
よ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
舎
の
秘
密
書
「
海
底
」
の
中
に
も
「
我
兄
弟

的
道
理
」
の
語
が
み
え
る
。
道
理
の
内
容
は
、
仁
義
で
あ
る
。
彼
ら
兄
弟
は
「
仁
義
を
結
び
」
、
互
に
兄
弟
の
「
仁
義
」
を
求
め
る
。
「
海
底
」

の
中
の
「
賛
泊
」
の
僚
で
は
、

こ
と
も
あ
る
が
、
結
局
雨
者
は
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
「
海
底
」
の
「
相
舎
皮
蹄
」
の
僚
で
、
「
有
仁
有
義
、
全
家
稿
、
無

「
仁
同
義
、
義
間
仁
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
仁
義
費
全
」

と
も
い
司
て
い
る
か
ら
、
両
者
は
区
別
さ
れ
る



仁
無
義
、
照
律
行
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
仁
義
を
作
う
こ
と
に
よ
っ
て
隈
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
意
識
し
た
の
で
、
天
地
舎
で
の
慮
報
意

識
と
同
じ
で
あ
る
。
奮
の
基
本
的
規
範
で
あ
る
仁
義
は
、
奮
の
内
部
の
組
織
秩
序
を
律
す
る
規
範
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
し
、
そ
れ
を
こ
与
え
た
、

即
ち
民
衆
的
集
圏
内
の
慣
習
・
道
徳
を
こ
え
た
も
の
は
律
に
よ
っ
て
慮
罰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
遠
瞳

入
律
」
と
同
じ
論
法
で
あ
る
。
瓦
町
老
舎
が
儒
教
の
五
常
、
仁
義
雄
智
信
を
と
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
天
地
舎
と
同
じ
で
あ
る
。
寄
老
舎
の
管

員
の
聞
で
は
、
そ
の
全
園
組
織
が
、

'忠
義
堂
、
公
義
堂
、
仁
義
堂
、
忠
孝
堂
、
天
柱
堂
の
五
堂
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
五
堂
の
山
堂

に
は
「
替
天
行
道
」
の
字
を
書
い
た
五
色
の
旗
が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
道
理
の
内
容
は
、
仁
義
の
外
に
忠
義
・
公
議
・
忠
孝
等
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
公
議
は
大
衆
の
議
、
世
論
を
指
し
て
い
る
。
彼
ら
需
員
の
仲
間
的
結
合
の
中
で
の
大
衆
の
議
を
意
味
し
て
い
る
。
一
苛
老
舎

の
一
費
身
、
陶
成
章
ら
に
よ
っ
て
漸
江
を
中
心
と
し
て
再
組
織
さ
れ
た
龍
華
舎
の
章
程
の
中
で
は
、
「
大
衆
公
議
」
の
語
が
み
え
て
い
る
。
寄

老
舎
の
「
忠
義
」
は
、
反
清
復
明
の
忠
義
で
、
こ
れ
は
全
く
天
地
舎
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
紅
習
と
並
稿
さ
れ
る
青
禽
は
、
宗

激
的
に
は
民
間
稗
の
羅
数
で
あ
っ
た
の
で
、
師
資
の
系
列
を
重
ん
ず
る
が
、
師
の
も
と
の
責
の
相
互
に
は
伎
義
疎
財
的
義
気
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て

い
た
。
従
っ
て
「
仁
義
」
が
読
か
れ
て
い
た
。
ま
た
紅
需
と
同
じ
く
儒
数
の
仁
義
雄
智
信
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
青
需
の
文

献
で
あ
る
「
臨
済
正
宗
」
「
道
義
正
宗
」
「
清
門
考
源
」
な
ど
を
み
れ
ば
明
か
で
あ
る
。
主
円
預
で
は
「
忠
義
」
は
、
天
地
舎
・
豆
町
老
舎
紅
需
の
如

く
強
調
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
車
内
管
と
い
う
民
衆
慰
問
の
祉
舎
的
性
格
、
即
ち
天
地
舎
・
，寄
老
舎
に
比
し
て
比
較
的
に
農
村
社
舎
に
従
属
す
る
性
格

が
少
く
、
む
し
ろ
農
村
社
舎
か
ら
は
み
出
た
民
衆
の
聞
に
組
織
さ
れ
た
特
殊
な
習
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
青
封
筒
は
、
反
清
復
明
の

革
命
運
動
や
辛
亥
革
命
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。

七
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天
地
舎
・
寄
老
舎
ハ
紅
耐
用
)
・
青
需
の
三
つ
の
代
表
的
な
需
の
中
に
結
集
さ
れ
た
民
衆
の
意
識
は
、
仁
義
・
義
を
中
心
内
容
と
す
る
道
・
道

理
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
青
需
を
除
い
て
は
、
仁
義
に
蓮
っ
て
忠
義
が
意
識
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
中
闘
で
役
割
を
果
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た
し
た
こ
れ
ら
の
奮
の
中
、
前
二
者
は
青
需
に
比
し
て
農
民
社
舎
と
の
連
結
性
は
強
い
。
下
層
農
民
や
農
村
社
舎
・
農
業
か
ら
切
断
さ
れ
た
民

衆
を
そ
の
主
な
る
宵
員
と
す
る
驚
で
あ
る
。
農
民
で
あ
ろ
う
と
非
農
民
で
あ
ろ
う
と
民
衆
個
々
が
互
に
仲
間
と
し
て
封
等
の
兄
弟
・
同
じ
排
行

の
関
係
に
お
い
て
、
結
義
し
て
自
己
の
存
立
を
歴
史
上
社
舎
上
に
主
張
す
る
。
そ
れ
が
清
代
の
祉
舎
の
中
で
右
の
三
つ
の
需
と
し
て
役
割
を
果

た
し
た
。
天
地
舎
は
清
前
半
期
の
特
に
反
清
的
民
衆
意
識
の
強
か
っ
た
一
踊
建
・
贋
東
地
域
の
下
層
農
民
と
農
業
社
舎
か
ら
は
み
出
た
民
衆
を
そ

の
構
成
メ
ム
パ
!
と
し
て
、
寄
老
舎
・
紅
曹
は
四
川
を
中
心
と
し
た
湖
北
・
湖
南
・
貴
州
・
快
西
と
の
交
通
運
稔
ル
l
ト
に
活
躍
す
る
下
層
農

民
・
民
衆
と
四
川
な
ど
各
地
の
下
層
農
民
・
無
頼
民
衆
と
の
連
合
組
織
が
、
太
卒
天
園
期
の
祉
舎
激
襲
期
に
、
自
己
を
守
る
結
義
鑓
と
し
て
形

成
さ
れ
、
そ
れ
が
太
卒
天
園
以
後
の
長
江
流
域
の
政
治
的
社
舎
的
嬰
動
の
中
で
急
速
に
伸
び
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
祉
舎
の
費
化
の
下

で
の
農
民
・
民
衆
の
集
圏
結
集
は
、
歴
史
的
社
舎
的
時
代
の
差
遣
は
あ
る
が
、
宋
代
こ
ろ
ま
で
は
湖
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

北
宋
末
の
水
爵
集
闇
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
農
民
運
動
の
中
に
も
民
衆
の
仲
間
的
結
義
集
圏
の
役
割
が
認
め
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
の
異
な
る
祉

舎
堕
制
の
も
と
で
は
、
豪
族
勢
力
に
服
属
し
な
が
ら
も
民
衆
自
身
の
仲
間
的
結
合
は
行
わ
れ
て
い
た
。
民
衆
自
身
が
劉
等
の
個
々
の
相
互
結
集

を
行
う
こ
と
は
、
周
末
か
ら
清
代
に
か
け
て
の
遊
侠
の
徒
の
集
圏
の
中
に
も
、
主
客
と
い
う
よ
う
な
結
合
の
形
式
は
か
わ
る
も
の
の
、
民
衆
相

互
の
聞
で
は
同
似
の
民
衆
結
合
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
民
衆
の
封
等
の
仲
間
的
結
合
が
強
い
時
は
、
集
圏
外
に
封
し
て
も
、
民
衆
個
々
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の
封
等
の
意
識
が
表
現
さ
れ
る
。
陳
勝
・
臭
庚
の
集
圏
で
の
王
侯
賂
相
何
ぞ
種
あ
ら
ん
や
の
意
識
は
そ
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
民
衆
個
々
が
互
に

封
等
の
関
係
で
結
合
し
て
集
圏
的
力
を
護
揮
す
る
こ
と
は
、
中
園
の
家
父
長
制
家
族
護
生
後
の
農
業
を
本
と
す
る
祉
舎
の
歴
史
的
展
開
の
下

で
、
中
園
の
農
民
・
民
衆
が
創
造
し
た
力
で
あ
り
智
慧
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
傍
数
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
既
に
漢
代
か
ら
認
め
ら
れ
る
中
園

に
お
け
る
「
貴
賎
貧
富
を
と
わ
ず
」
の
意
識
は
、
又
そ
れ
か
ら
生
れ
た
大
衆
の
意
識
は
、
歴
史
を
通
じ
て
特
に
宋
代
以
後
の
下
層
農
民
・
民
衆

の
こ
の
よ
う
な
結
義
集
圏
、
そ
の
結
義
集
圏
の
力
を
包
婚
し
た
階
級
闘
争
的
農
民
運
動
の
も
り
上
が
り
の
も
と
で
、
形
成
さ
れ
て
き
た
。
下
層

農
民
・
民
衆
の
結
義
集
圏
、
農
業
政
舎
の
矛
盾
の
中
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
嘗
然
農
業
枇
舎
と
関
連
し
て
機
能
を
渡
揮
す
る
。
民

衆
の
仲
間
的
結
義
集
闘
で
も
農
業
社
舎
で
も
、
農
民
・
民
衆
の
行
動
の
原
理
は
遁
・
理
・
道
理
で
あ
る
。
一
般
の
農
本
主
義
社
舎
で
は
道
理



は
具
瞳
的
に
は
郷
原
例
・
郷
躍
・
郷
的
や
家
瞳
や
儒
数
道
徳
の
民
衆
的
内
容
で
あ
る
諮
問
書
の
功
過
の
中
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
民
衆
の

仲
間
的
結
義
集
圏
で
は
、
仁
義
で
あ
り
忠
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
述
の
小
説
の
内
容
や
常
の
民
衆
の
意
識
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
忠
義
は
仁

義
を
基
本
と
し
た
結
義
集
圏
の
政
治
と
の
結
び
つ
き
、
特
に
北
方
異
民
族
と
漢
民
族
の
抗
争
の
中
で
、
生
ま
れ
た
君
・
園
へ
の
忠
義
で
あ
っ

た
。
こ
の
仁
義
・
忠
義
は
儒
数
倫
理
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
儒
家
を
は
じ
め
と
す
る
先
秦
思
想
家
の
聞
に
用
い
ら
れ
た
仁
義
の
語
は
、
戦
園

時
代
か
ら
、
仁
は
さ
ら
に
古
く
か
ら
現
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
仁
義
の
語
の
農
民
・
民
衆
吐
舎
へ
の
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
閥
係
上
こ
与

で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
忠
義
の
語
は
後
漢
こ
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
民
衆
祉
舎
と
の
関
係
、
例
え
ば
上
述
し
た
宋
代
の
忠

義
社
等
に
つ
い
て
も
こ
L

で
は
割
愛
し
た
い
。
下
層
農
民
・
民
衆
の
結
義
的
意
識
で
あ
る
仁
義
は
、
中
園
の
政
治
の
下
で
の
正
統
的
農
民
的
社

舎
を
支
配
す
る
民
衆
的
儒
数
倫
理
(
善
書
に
現
わ
れ
た
如
き
〉
と
無
縁
で
は
な
い
。
伎
義
疎
財
の
仁
義
は
、
農
民
的
社
舎
の
矛
盾
が
激
化
し
農
民

運
動
の
波
が
強
ま
る
時
は
、
農
民
の
階
級
的
具
韓
的
要
求
で
あ
る
均
産
と
か
減
租
減
患
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
に
吸
牧
さ
れ
る
。
中
園
の
農
民
運

動
の
中
に
は
、
多
少
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
農
民
自
慢
の
集
固
と
農
業
生
産
か
ら
は
み
出
た
民
衆
自
身
の
集
圏
の
連
合
組
織
が
み
ら
れ
る
。
責

由
来
の
見
、
宋
代
の
紅
巾
、
元
末
の
紅
巾
、
郵
茂
七
の
拳
事
、
明
末
の
民
費
、
さ
ら
に
白
蓮
数
・
太
卒
天
園
・
捻
軍
等
い
ず
れ
も
そ
の
事
例
で
あ

る
。
こ
う
し
た
農
民
・
民
衆
の
連
合
組
織
の
も
と
に
、
意
識
の
上
で
も
、
仁
義
と
農
民
自
身
の
要
求
と
が
連
な
り
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

。。

る。註①
津
田
左
右
吉
「
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
」
(
昭
和
十
四
年
〉
。
同
「
論
語

と
孔
子
の
思
想
」
〈
昭
和
二
十
一
年
〉
。
木
村
英
一
「
孔
子
と
論
語
」
(
昭
和
四

十
六
年
)
。
服
部
字
之
官
「
儒
教
倫
理
概
論
」
〈
昭
和
十
六
年
)
。
酒
井
忠
夫

「
理
と
道
理
」
(
「
鈴
木
博
士
古
稀
記
念
東
洋
纂
論
叢
」
牧
、
近
刊
〉

②
酒
井
忠
夫
「
方
術
と
道
術
」
(
東
京
教
育
大
間
半
東
洋
史
皐
研
史
室
編
「
東

洋
史
皐
論
集
、
こ
牧
〉

③
玉
井
是
博
「
支
那
西
陵
出
土
の
契
」
〈
「
支
那
社
舎
経
済
史
研
究
」
牧
)

④
文
苑
英
華
巻
四
二
六
、
赦
書
七
(
唐
、
長
慶
元
年
〉
正
月
一
一
一
目
、
南
郊
改

元
赦
文
o
m
加
府
元
亀
巻
九
二
、
一
帝
一
王
部
赦
宥
十
て
天
成
元
年
勅
。
同
巻
四

九
て
邦
計
部
錫
復
三
、
後
唐
荘
宗
同
光
元
年
十
月
詔
等
。
(
仁
井
田
陸
、

「
中
園
法
制
史
研
究
、
土
地
法
、
取
引
法
」
等
引
用
史
科
〉
。

⑤
こ
与
に
あ
げ
た
文
書
は
、
仁
井
田
陸
「
中
園
法
制
史
研
究
、
土
地
法
、
取

引
法
」
(
主
に
七
五
六
五
七
頁
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
資
料
を
整
理
し
た
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も

の

で

あ

る

。

@

重

松

俊

章

、

向

上

論

文

。

傍

湿

統

紀

巻

四

O
。

⑥
玉
井
是
博
、
向
上
書
、
三
二
三
頁
引
。
仁
井
田
隆
、
向
上
書
、
七
八
四
|
②
「
明
末
農
民
起
義
史
料
」
(
明
清
史
料
叢
書
第
一
種
)
三

O
二
t
O三
頁
、

八
五
頁
引
o

十
て
公
元
一
六
四

O
年
、
明
崇
顧
十
三
年
、
兵
部
題
篤
塘
報
「
溶
豚
」
剃

⑦
仁
井
田
陸
「
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
」
四
四

O
頁

引

。

賊

大

捷

事

〈

北

題

稿

第

九

三

三

時

肌

)

③
玉
井
是
博
、
向
上
書
、
三

O
八
頁
(
「
敦
爆
援
演
」
よ
り
)
仁
井
田
陸
、
@
向
上
書
、
四
二
九
頁
、
十
五
、
公
元
一
六
四
四
年
、
明
崇
糠
十
七
年
、
兵

「

唐

宋

法

律

文

書

の

研

究

」

一

=

三

頁

引

。

部

恒

周

死

賊

俵

仁

俵

義

等

事

(

北

宜

禍

第

一

一

七

O
競〉

⑨
玉
井
是
博
向
上
書
、
三

O
七

頁

引

。

@

鈴

木

中

正

、

「

清

朝

中

期

史

研

究

」

参

照

。

⑮
津
田
左
右
吉
「
論
語
と
孔
子
の
思
想
」
、
一
一
一
一
一
一
了
三
五
二
・
三
五
八
・
⑧
筒
叉
文
「
太
卒
天
園
奥
制
通
考
」
一
八
六
一

t
六
六
頁
。

四
三
二
頁
。
木
村
英
一
「
孔
子
と
論
語
」
一
一
一
一
七

t
一
-
一
八
頁
。
酒
井
忠
夫
⑧
玉
東
塊
「
王
文
直
公
遺
集
」
倉
一
「
涯
陳
山
東
地
方
官
玩
縦
盗
賊
疏
」

「

理

と

道

理

」

。

!

@

中

園

近

代

史

資

料

叢

書

「

義

和

圏

」

I
、
三
四
五
頁
。

⑪
玉
井
是
博
、
向
上
書
、
三

O
九

・

一

一

一

一

四

頁

。

⑧

侠

名

「

天

津

一

月

紀

」

ハ

「

義

和

国

」

E
、
一
五
一
頁
)
。

⑫
仁
井
田
陸
、
「
中
園
法
制
史
研
究
、
法
と
慣
習
、
法
と
道
徳
」
三
六

O
頁
、
⑧
「
義
和
園
」

N
、
一
四
八
頁
。

「
中
園
法
制
史
研
究
、
奴
隷
農
奴
法
、
家
族
村
落
法
』
四
二
五
頁
。
⑧
賂
文
忠
公
奏
議
、
巻
七
、
湘
中
稿
。
松
滋
勝
志
、
巻
六
武
備
・
志
。

⑬
岡
本
敬
二
「
元
代
の
奴
隷
制
に
つ
い
て
」
(
東
京
数
育
大
暴
文
皐
部
紀
要
@
張
大
司
馬
奏
稿
、
巻
て
齢
制
勝
湖
陽
依
豚
土
匪
摺
。

六
六
、
「
史
皐
研
究
」
昭
和
四
十
三
年
三
月
〉
。
長
瀬
守
「
元
朝
に
お
け
る
江
@
糞
硯
溶
・
陶
希
聖
「
北
宋
亡
後
北
方
的
義
軍
」
〈
食
貨
三
|
五
〉

南
の
佃
戸
」
ハ
本
州
女
子
短
大
紀
要
、
一
〉
に
は
、
一
克
典
章
の
事
例
を
あ
げ
⑧
浄
明
忠
孝
全
書
、
巻
三
、
玉
県
先
生
語
録
内
集
ハ
道
蔵
太
卒
部
、
七
五
七

て
い
る

o

m

刷)。

⑬
酒
井
忠
夫
「
中
園
善
書
の
研
究
」
第
一
章
、
四
一
一

i
四
三
、
七
五
頁
。
@
酒
井
「
中
園
善
書
の
研
究
」
第
二
章
。
酒
井
「
中
園
民
衆
の
宗
敬
意
識
」

⑮
堀
敏
一
「
黄
泉
の
反
観
」
(
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
十
一
二
〉
九
六
頁
。
楊
ハ
「
中
園
研
究
」

I
)

中
山
玖
「
責
集
大
起
義
」
(
「
中
園
農
民
起
蓑
論
集
」
牧
)
を
引
用
。
⑧
鈴
木
中
正
、
向
上
書
、
八
丁
九
三
頁
。

⑮
重
松
俊
章
「
宋
代
の
均
産
一
撲
と
其
系
統
」
(
史
皐
雑
誌
四
二
|
八
)
⑧
天
地
曾
は
清
初
に
起
っ
た
秘
密
結
社
で
、
こ
の
名
は
文
献
上
は
乾
隆
四
十

⑫
越
健
生
・
高
昭
一
「
中
園
農
民
戦
争
史
論
文
集
」
一
三
九
頁
。
年
代
か
ら
出
て
い
る
〈
佐
々
木
正
哉
「
清
末
の
秘
密
結
祉
」
。
戴
玄
之
「
天

⑬
越
・
高
、
向
上
書
、
九
一
頁
。
育
渓
冠
軌
附
容
費
逸
史
。
地
禽
的
源
流
」
(
「
大
陸
雑
誌
」
三
六
l
一
一
〉
。
天
地
曾
文
献
と
し
て
は
、

⑫
重
松
俊
章
、
向
上
論
文
。
一
一
一
朝
北
盟
禽
編
巻
一
三
七
。
粛
一
山
「
近
代
秘
密
枇
曾
史
料
」
を
使
用
す
る
。
こ
の
傑
は
、
同
書
巻
四
。

@

後

漢

書

、

巻

四

て

劉

盆

子

停

。

@

斎

一

山

、

向

上

書

巻

五

。
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⑧
ヘ
グ
容
よ
三
。

⑧
ヘ
グ
巻
五
。

@
ヘ
グ
巻
一
一
。

@
て
グ
巻
五
。

@

ヘ

8

墾ニ。

@
寄
老
舎
は
太
卒
天
園
時
代
に
四
川
・
湖
南
地
方
を
中
心
に
起
こ
り
、
以
後

長
江
流
域
の
洪
門
・
洪
積
の
主
流
と
な
り
、
十
九
世
紀
末
二
十
世
紀
初
に
は

紅
帯
の
名
も
生
れ
た
。
ハ
酒
井
「
紅
穏
に
い
っ
て
」
|
枇
曾
文
化
史
摩
、
七
)

私
の
主
に
接
鰯
し
た
留
は
、
こ
の
紅
耐
用
で
、
私
の
賞
際
に
調
べ
た
内
容
か
ら

し
て
も
、
耳
同
老
禽
・
紅
耐
用
の
規
則
・
意
識
を
み
る
に
は
、
卒
山
周
「
中
園
秘

密
祉
禽
史
」
(
中
華
民
園
元
年
)
が
、
現
存
の
文
献
で
は
最
も
よ
く
ま
と
ま

っ
た
も
の
と
考
え
る
。
本
編
で
は
こ
れ
を
資
料
と
す
る
。
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